
『
広
輿
記
』
の
明
版
に
つ
い
て
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大

澤

顯

止
口

、
壷
ノ
ー

は
　
じ
　
め
　
に

　
明
末
清
初
期
の
思
想
学
術
に
は
様
々
な
方
向
が
見
ら
れ
た
が
、
明
代
後
期

に
は
『
大
明
一
統
志
』
へ
の
批
判
か
ら
新
し
い
地
理
書
編
纂
の
動
き
が
盗
っ

た
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
従
来
の
も
の
と
は
異
な
っ
た
様
々
な
地
理
書
の
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

史
的
性
格
に
つ
い
て
は
先
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
は
『
大

明
一
統
志
』
的
な
地
理
的
百
科
全
書
か
ら
出
発
し
た
、
文
章
作
成
に
重
き
を

澱
く
地
理
書
の
流
れ
も
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
系
譜
に
お
い
て
も
、
当
蒔
の

流
行
を
受
け
容
れ
て
「
詞
章
之
学
」
に
い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
付
け
加
え
た
形

で
多
く
の
も
の
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
劫
末
清
初
期
に
多
く

の
版
を
重
ね
た
窪
目
陽
『
広
日
記
』
二
四
巻
の
明
目
を
取
り
上
げ
た
い
。
『
広

輿
記
』
は
康
煕
二
五
年
延
方
柄
に
よ
っ
て
増
訂
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
万
暦

中
期
か
ら
康
煕
前
期
に
い
た
る
特
定
の
聴
期
に
、
地
理
書
と
し
て
は
異
例
に

多
く
版
を
重
ね
て
い
る
。
『
広
輿
記
』
に
つ
い
て
は
、
既
に
海
野
～
隆
氏
が

羅
洪
先
『
広
輿
図
』
の
地
図
を
転
載
し
た
も
の
の
一
つ
と
し
て
『
広
輿
記
』

を
挙
げ
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
版
本
の
中
の
五
種
に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ
て

　
②

い
る
。
こ
こ
で
は
地
図
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
主
と
し
て
本
文
の
記
載
の
対

照
か
ら
明
版
と
そ
れ
を
も
と
に
し
て
清
潔
に
改
変
さ
れ
た
版
本
に
つ
い
て
述

べ
た
い
。
明
版
を
対
象
と
す
る
の
は
、
多
く
の
異
版
が
こ
の
特
定
の
時
期
に

生
じ
た
こ
と
に
興
味
を
覚
え
た
か
ら
で
あ
る
。
明
末
は
出
版
文
化
に
著
し
い

発
展
を
遂
げ
た
時
期
で
あ
っ
た
が
、
『
広
輿
記
』
を
通
し
て
開
末
清
初
期
の

江
南
に
お
け
る
出
版
状
況
の
一
端
も
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
①
大
澤
顯
浩
「
『
詞
章
之
学
』
か
ら
『
輿
地
之
学
』
へ
」
（
『
史
林
』
七
六
…
一
一

　
　
九
九
三
）
、
以
下
前
稿
と
略
す
。

　
②
　
海
野
一
隆
「
『
広
輿
國
駈
の
反
響
」
（
『
研
究
集
録
大
阪
大
学
教
養
部
』
人
文
・
社

　
　
会
二
三
　
一
九
七
五
）
は
二
更
文
庫
蔵
丁
霊
刊
本
、
凝
香
閣
刊
本
、
尾
飛
斎
蔵
板

　
　
本
、
呉
門
五
車
楼
蔵
板
本
、
逡
経
堂
蔵
板
本
の
五
種
を
取
り
上
げ
て
い
る
。



『広輿記』の明版について（大澤）

　
　
　
　
　
　
一
口
　
　
鴻
　
　
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
『
広
輿
記
』
の
編
者
紫
黒
陽
は
松
江
府
青
浦
県
の
人
、
字
は
伯
生
。
張
慧

剣
『
開
清
江
蘇
文
人
年
表
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
　
一
九
八
六
）
に
よ
れ
ぽ
、

嘉
靖
二
一
年
に
生
ま
れ
天
啓
七
年
に
八
六
歳
で
没
し
た
と
あ
る
。
松
江
の
陸

氏
と
い
え
ば
大
官
風
樹
声
を
想
い
浮
か
べ
る
が
、
地
方
志
の
記
載
な
ど
を
み

る
と
陸
樹
声
の
一
族
と
は
繋
が
り
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
陸
艶
陽
の
父
、
陸

郊
は
華
華
『
松
江
府
志
』
巻
四
二
、
人
物
、
隠
逸
に
、

　
　
陸
餌
、
字
子
野
、
呉
県
人
、
寓
居
華
亭
。

と
あ
り
、
も
と
は
蘇
州
の
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
青
浦
県
は
嘉
靖
二
一
年
に

華
亭
・
上
海
両
県
の
土
地
を
割
い
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
陸
郊
は
設
置
以

前
の
華
亭
県
の
地
に
移
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
乾
隆
『
贈
賄
黒
子
』
巻
二
七
、

人
物
に
は
、

　
　
陸
墨
、
玉
子
野
、
号
三
浦
、
居
顧
浦
塘
、
世
以
貨
雄
。
其
妻
父
亦
素
樹

　
　
也
、
確
説
委
之
表
、
携
家
彫
居
曲
落
、
読
書
詠
詩
、
問
螺
子
以
自
楽
。

　
　
…
…
年
四
十
四
病
、
呼
其
子
応
陽
、
調
革
維
詩
而
没
。

と
あ
り
、
顧
浦
塘
に
暮
ら
し
た
こ
と
が
鰐
る
。
顧
浦
塘
と
い
う
の
は
豊
浦
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
中
で
は
名
所
の
三
山
に
近
い
処
で
あ
る
。
陸
別
が
、
田
奢
に
引
き
こ
も
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
乾
隆
『
青
仔
県
志
』
巻
三
九
、
雑
記
に
詳
し

く
、

　
　
陸
氏
為
安
激
著
姓
、
処
士
子
騒
㌔
家
有
三
賀
、
落
拓
棄
去
。
又
為
陳
氏

　
　
館
甥
、
陳
亦
素
封
、
易
餐
時
命
与
其
子
中
分
田
産
。
子
野
不
欲
、
携
妻

　
　
帰
、
避
居
村
落
。
農
春
不
果
眼
如
也
。
惟
読
書
・
詠
詩
以
自
娯
。

と
あ
り
、
陸
氏
は
安
壕
の
名
家
で
家
産
も
あ
っ
た
が
、
執
着
せ
ず
財
産
を
棄

て
て
、
陳
氏
の
女
婿
と
な
っ
た
。
舅
の
陳
氏
が
亡
く
な
っ
た
時
に
田
家
の
子

と
と
も
に
難
産
を
分
け
ら
れ
た
が
欲
せ
ず
、
憾
淡
と
し
て
田
舎
に
引
き
込
み
、

読
書
、
詠
詩
を
事
と
し
て
密
適
し
て
い
た
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
の
下
で
陸
応
陽
は
成
長
し
、
少
い
頃
か
ら
天
禦
を
発
揮

し
た
。
崇
禎
『
松
江
府
志
』
巻
四
二
、
人
物
、
隠
逸
に
は
、
陸
郊
の
伝
に
続

け
て
、
陸
応
陽
の
伝
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
　
応
陽
、
字
伯
生
、
少
負
才
穎
、
試
補
諸
生
、
已
謹
誤
落
籍
、
遂
事
遠
遊
。

　
　
初
、
学
士
黄
公
洪
憲
、
得
応
陽
為
重
客
、
後
根
国
申
公
・
許
公
、
亦
折

　
　
節
交
之
。
監
司
都
邑
大
夫
、
無
不
造
講
乞
雷
者
。
応
陽
風
貌
清
古
、
詩

　
　
翰
卓
然
。
至
修
復
孔
宅
、
議
拡
郡
城
、
饒
有
骨
幹
。
…
…
又
有
『
広
輿

　
　
記
』
・
『
樵
史
』
・
『
唐
詩
選
』
・
『
太
平
山
務
詩
選
』
行
世
。
卒
年
八
十
有

　
　
六
、
大
司
馬
申
公
用
愁
志
其
墓
。

と
あ
る
そ
の
伝
に
は
、
若
き
よ
り
才
能
を
自
負
し
諸
生
と
な
っ
た
が
、
事
件

に
巻
き
込
ま
れ
て
学
籍
を
削
ら
れ
、
遠
く
各
地
を
逓
黒
し
結
局
は
墨
客
と
な

っ
て
名
士
の
門
に
出
入
り
し
て
い
た
そ
の
姿
が
記
さ
れ
て
い
る
。
初
め
に
黄

洪
憲
の
知
遇
を
得
、
後
に
大
学
士
申
時
行
・
許
国
と
も
交
際
を
結
び
、
遂
に
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は
文
人
と
し
て
の
名
を
成
し
た
。
三
年
に
な
っ
て
か
ら
世
に
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
編
著
は
多
く
、
他
に
も
『
奉
諸
県
志
』
・
『
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

山
県
志
』
等
の
地
方
志
の
編
が
あ
る
。
末
尾
に
は
申
時
行
の
子
の
申
用
懸
が

墓
誌
を
記
し
た
と
あ
り
、
申
時
行
と
の
深
い
関
係
が
窺
え
る
。
初
め
に
知
遇

を
得
た
黄
謡
講
と
は
嘉
興
の
人
で
隆
慶
五
年
進
士
。
官
は
少
諸
事
兼
侍
読
学

士
に
至
る
。
張
居
正
に
引
立
て
ら
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
『
広
輿
記
』
の
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

版
を
援
助
し
た
黄
承
玄
の
父
で
あ
る
。

　
そ
の
文
人
と
し
て
の
姿
を
兇
る
と
き
、
田
舎
に
暮
ら
し
た
父
親
の
嫉
淡
と

し
た
暮
ら
し
が
、
心
の
ど
こ
か
に
去
来
し
て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
乾
乳

『
富
浦
戯
号
』
巻
二
八
、
人
物
（
一
一
一
a
）
に
は
、

　
　
王
世
貞
、
好
室
名
籠
絡
後
進
、
常
誉
慈
陽
。
癒
陽
不
往
、
時
論
黒
蓋
為

　
　
高
。
慈
陽
錐
以
文
鳴
、
然
修
復
孔
宅
、
議
拡
念
持
、
所
論
饒
唐
琴
幹
。

　
　
又
仔
遠
遊
、
故
其
游
稿
凡
二
十
三
種
。
又
『
樵
史
』
・
『
太
平
山
房
詩
選
』

　
　
行
世
。
卒
年
八
十
有
六
。
応
陽
作
詩
、
喜
用
品
雁
字
、
故
人
呼
為
青
倉

　
　
雁
点
。

と
あ
り
、
王
轍
貞
に
誘
わ
れ
た
が
応
じ
な
か
っ
た
の
で
、
評
価
は
益
々
高
ま

っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
り
上
げ
る
。
ま
た
、
そ
の
詩
に
は
「
鴻
雁
」

の
句
を
好
ん
で
用
い
た
の
で
、
陸
鴻
雁
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
「
鴻
雁
」
の

句
に
は
爾
北
を
往
来
し
、
定
ま
っ
た
処
の
な
い
自
身
に
対
す
る
感
傷
が
托
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

　
陸
斜
陽
の
風
貌
を
窺
わ
せ
る
史
料
を
も
う
一
つ
挙
げ
よ
う
。
乾
隆
『
青
浦

県
志
』
巻
三
九
、
雑
記
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
陸
伯
生
、
真
草
書
法
、
宗
顔
魯
公
、
亦
倣
欧
陽
、
詩
宗
大
鷹
、
文
宗
曾

　
　
⑤

　
　
王
。
客
遊
南
北
十
余
年
、
足
跡
幾
半
天
下
。
其
客
長
安
也
、
有
詩
文
名
、

　
　
有
胴
介
名
、
黒
酒
人
名
。
所
課
歴
覧
名
山
大
上
、
托
之
詩
歌
、
以
櫨
其

　
　
平
編
払
欝
塩
気
。

と
記
し
、
各
地
を
游
歴
す
る
こ
と
十
余
年
、
足
跡
は
天
下
に
半
ば
し
、
北
京

で
は
詩
文
の
名
声
を
得
た
と
い
う
。
し
か
し
、
同
時
に
酒
に
耽
り
、
装
甲
の

名
も
得
た
と
い
う
点
に
、
陸
応
陽
の
屈
折
し
た
想
い
が
規
わ
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
王
世
貞
の
誘
い
を
拒
絶
し
た
の
と
同
じ
く
、
自
ら
を
高
し
と
す

る
姿
が
見
て
取
れ
る
が
、
父
親
の
よ
う
な
宿
悪
と
し
た
生
き
方
を
た
ど
る
こ

と
も
で
き
ず
、
結
局
は
功
名
も
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
若
い

想
い
だ
け
が
、
酔
夢
の
後
の
現
実
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
そ
の
欝
屈
を
散
ず

る
も
の
は
、
自
ら
が
遍
歴
し
た
山
川
に
托
す
る
詩
歌
し
か
な
い
。
各
地
を
回

っ
た
と
い
う
の
も
、
の
ん
び
り
し
た
吟
行
の
旅
と
い
う
も
の
で
は
決
し
て
な

く
、
乾
隆
『
青
浦
県
志
』
悩
天
穴
、
芸
文
に
引
用
す
る
『
笏
艶
草
堂
集
』
の

陸
応
陽
空
虚
に
、

　
　
予
継
場
二
十
余
年
、
復
詮
誤
友
人
、
事
並
諸
生
奪
之
。
数
年
聞
、
負
担

　
　
南
北
、
遺
妻
子
犯
霜
雪
、
僕
僕
無
一
日
安
晴
。

と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
何
ら
か
の
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
生
員
の
資
楕
を
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鋼…

E
さ
れ
て
安
寧
の
日
も
な
く
逃
げ
惑
っ
た
と
い
う
姿
が
爆
に
浮
か
ぶ
。
乾

隆
『
青
浦
県
志
』
が
十
数
年
間
遍
歴
し
た
よ
う
に
い
う
の
に
は
誇
張
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
数
年
聞
妻
子
と
も
別
れ
各
地
を
転
々
と
し
た
こ
と
は
確
か
で

あ
り
、
科
挙
を
志
し
た
が
功
名
を
成
さ
ず
に
終
わ
っ
た
十
項
年
間
と
併
せ
て
、

青
年
期
か
ら
中
年
に
か
け
て
の
か
な
り
の
長
期
に
わ
た
っ
て
屈
折
し
た
思
い

を
抱
え
た
隠
を
過
ご
し
た
と
い
え
る
。

　
詩
作
は
陸
運
陽
に
と
っ
て
は
こ
の
よ
う
な
欝
屈
を
晴
ら
す
た
め
の
も
の
で

あ
り
、
『
広
輿
記
』
は
そ
の
遍
歴
の
副
産
物
と
し
て
生
ま
れ
た
と
い
っ
て
も

よ
か
ろ
う
。
嘉
靖
二
一
年
生
ま
れ
の
陸
感
錫
に
は
五
八
歳
の
編
と
な
る
。
官

僚
と
し
て
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
薫
化
熈
『
差
宿
小
輯
』
等
と
は
異
な
り
、

純
粋
に
文
人
と
し
て
生
き
た
陸
応
陽
の
個
人
的
な
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

で
あ
る
。
官
僚
と
し
て
の
履
歴
を
持
ち
得
な
か
っ
た
陸
応
陽
に
と
っ
て
は
、

経
世
致
用
的
な
関
心
よ
り
も
、
ま
ず
自
身
の
内
薗
の
表
白
の
よ
す
が
と
し
て

山
川
を
捉
え
、
そ
の
山
川
を
繋
ぐ
も
の
と
し
て
地
誌
を
著
し
た
の
で
あ
る
。

逆
に
窟
事
た
り
得
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
思
い
が
、
代
償
と
し
て
狛
介
の

名
を
得
る
程
の
誇
持
を
保
ち
つ
つ
詩
作
に
没
入
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
す
ら
で

き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
『
広
輿
記
』
が
「
詞
章
之
学
」
の
系
譜
に
連
な
る
も

の
で
あ
っ
た
の
も
当
然
と
い
え
る
。
『
広
輿
記
』
が
こ
の
よ
う
な
近
世
の
知

識
人
の
引
き
裂
か
れ
た
自
我
の
営
為
の
下
に
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
必

ず
し
も
当
時
そ
の
よ
う
に
受
け
と
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、
『
広
輿
記
』
の
背
景
に
は
所
謂
文
人
趣
味
と
は
異
な
っ
た
こ
の

よ
う
な
動
機
が
存
在
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
①
『
石
渠
宝
笈
』
巻
二
一
に
挙
げ
る
武
夷
山
の
七
言
絶
句
の
落
款
の
よ
う
に
陸
応

　
　
陽
と
詑
す
も
の
も
あ
る
が
、
『
広
輿
記
』
の
再
版
に
は
陸
応
陽
と
あ
り
、
岡
時
代

　
　
の
も
の
と
い
え
る
崇
禎
の
地
方
志
な
ど
も
隅
様
な
の
で
、
本
稿
で
は
陸
応
湯
と
す

　
　
る
。

　
②
　
顧
浦
塘
と
は
康
睡
簡
『
松
江
府
出
心
』
巻
首
、
図
経
、
築
亭
県
婁
県
境
図
に
、
県
城

　
　
の
酉
方
三
十
里
程
の
古
豪
塘
と
あ
る
土
地
で
あ
ろ
う
。
同
一
．
府
志
臨
巻
五
十
、
芸

　
文
に
は
、

　
　
　
　
『
広
量
記
賜
〔
高
士
古
注
塁
壁
陽
和
生
著
〕

　
　
と
割
註
す
る
よ
う
に
、
古
塘
と
あ
る
の
は
古
帯
止
を
略
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
③
　
乾
隆
『
青
峰
三
二
』
巻
三
六
、
芸
文
。
及
び
、
前
掲
『
明
清
江
蘇
文
人
年
表
』

　
　
万
暦
ご
エ
ハ
加
十
。

　
④
　
黄
承
玄
は
字
履
常
、
嘉
興
の
人
で
万
暦
十
四
年
進
士
。
申
時
行
「
広
輿
記
叙
」

　
　
に
は
、

　
　
　
大
三
皇
霜
二
二
、
獲
給
筆
屋
資
喫
鎌
、
以
賛
二
成
。

　
　
と
記
さ
れ
て
お
り
、
『
広
輿
記
』
の
編
纂
に
際
し
資
金
援
助
を
し
た
人
物
で
あ
る
。

　
⑤
　
大
歴
と
あ
る
の
は
中
唐
期
の
銭
起
ら
大
拳
螺
才
子
の
詩
風
と
さ
れ
る
大
町
体
の

　
　
こ
と
、
王
曾
と
あ
る
の
は
、
唐
雪
靴
大
家
の
王
安
石
・
曾
繋
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
当
陣
、
王
世
貞
・
李
画
龍
ら
古
文
辞
派
が
「
文
は
必
ず
秦
漢
、
詩
は
必
ず
盛
膚
」

　
　
と
す
る
の
に
対
し
て
、
帰
有
光
ら
が
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
唐
門
の
文
を
鼓
吹
し

　
　
た
が
、
陸
応
陽
は
こ
の
唐
墨
派
に
属
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
　
『
広
輿
記
』
に
つ
い
て

隣、

聡
ﾘ
記
』
は
陸
応
陽
が
編
纂
し
た
心
志
で
二
十
四
巻
、
版
本
に
よ
っ
て
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出
入
り
が
あ
る
が
万
暦
二
八
年
（
一
六
〇
〇
）
の
年
記
を
も
つ
申
時
行
の
叙

や
漏
時
可
の
序
文
等
が
あ
る
。
記
載
内
容
は
『
大
明
一
統
志
』
と
同
様
、
建

置
沿
革
や
形
勝
・
山
川
」
古
蹟
・
名
寛
・
人
物
な
ど
の
項
目
が
立
て
ら
れ
て

い
る
が
、
各
県
に
は
衙
門
の
添
設
や
編
戸
の
里
数
、
「
衝
繁
僻
難
」
と
い
っ

た
吏
治
の
評
語
等
の
地
方
行
政
に
関
わ
る
記
載
は
な
い
。

　
王
重
民
は
米
国
国
会
図
書
館
六
三
刻
清
印
本
、
無
明
鋤
本
、
北
京
大
学
蔵

明
刻
本
の
三
種
を
『
中
国
善
本
書
提
要
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
　
一
九
八
三
）

史
部
　
地
理
類
（
一
八
五
頁
）
に
著
録
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
申
・
漏
並
謂
取
裁
『
一
統
志
』
、
以
余
観
之
、
恐
是
本
穿
下
以
来
社
会

　
　
上
駈
通
行
地
理
卜
書
、
稽
加
難
壁
、
故
人
物
止
於
宋
、
稽
及
元
人
之
最

　
　
知
名
者
、
絶
不
及
明
。

ま
た
、

　
　
取
巻
内
人
物
止
於
朱
、
僅
稿
及
元
人
之
最
知
名
者
、
聴
診
其
未
嘗
参
放

　
　
『
明
一
統
志
』
、
申
・
漏
二
二
並
謂
其
陸
稲
『
一
統
志
』
、
意
在
吹
嘘
。

　
　
蓋
陸
氏
取
裁
干
明
代
一
俗
書
、
而
察
方
響
翌
翌
考
課
稽
為
補
訂
、
俗
書

　
　
両
遇
俗
人
、
宜
此
両
俗
人
之
書
、
流
行
干
通
俗
社
会
者
、
幾
三
百
年
也
。

と
あ
る
よ
う
に
、
『
広
輿
記
』
は
元
以
来
社
会
に
通
行
し
た
地
理
の
雑
書
に

言
説
を
加
え
た
も
の
で
、
そ
れ
故
に
取
り
上
げ
る
人
物
が
、
宋
代
や
元
代
の

著
名
人
に
止
ま
り
閥
代
に
は
及
ば
な
い
の
で
あ
り
、
申
時
行
や
薦
時
可
の
惇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

文
で
『
大
明
一
統
志
』
を
参
考
し
允
と
い
う
の
は
疑
澗
と
す
る
。
そ
し
て
、

俗
書
（
『
広
輿
記
』
）
が
両
度
俗
人
（
高
官
腸
と
薬
方
晒
）
の
認
に
止
ま
っ
て
、

通
俗
社
会
に
三
百
年
透
く
の
間
流
行
し
た
と
、
四
重
民
は
俗
と
い
う
こ
と
を

強
調
す
る
。

　
王
重
民
が
人
物
の
記
載
か
ら
こ
の
よ
う
な
疑
念
を
抱
い
た
の
は
と
も
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
し
て
、
『
広
輿
記
』
の
本
来
の
性
格
は
、
そ
の
黒
暗
行
の
序
に
、

　
　
既
成
為
二
十
四
巻
、
大
都
取
裁
『
一
統
志
』
、
国
国
以
歴
代
史
官
・
列

　
　
省
郡
乗
。
馬
蝿
就
簡
、
挙
大
壷
細
、
彌
於
名
箆
人
物
、
尤
多
所
考
証
、

　
　
聞
有
附
益
。

と
言
う
よ
う
に
、
『
大
開
一
統
志
』
に
倣
っ
て
名
竃
・
入
物
を
重
視
し
た
も

　
　
　
　
　
　
　
③

の
で
、
ま
た
薦
時
可
の
序
に
は
伯
生
氏
（
陸
応
陽
）
が
意
を
用
い
た
所
は
、

人
物
や
景
勝
に
つ
い
て
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

　
　
然
而
天
地
鶴
礁
之
所
鍾
、
霊
異
之
駈
輩
、
若
入
物
之
傲
懐
、
若
巌
響
之

　
　
幽
奇
、
卑
属
貢
職
方
有
金
及
、
論
難
古
註
管
者
、
寧
能
弁
難
解
藪
耶
。

　
　
此
畢
生
氏
、
所
独
熱
意
於
此
也
。

即
ち
、
陸
幕
陽
の
苦
心
の
跡
は
名
勝
や
人
物
に
あ
り
、
ま
さ
し
く
「
詞
章
之

学
」
の
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
地
誌
で
あ
っ
た
。
『
広
輿
記
』
が
『
大
明
一
統

志
』
と
伺
じ
内
容
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

　
　
城
池
、
山
陵
、
芸
園
、
建
鐙
沿
革
、
形
勝
、
山
川
、
土
産
、
藩
封
、
関

　
　
梁
、
繭
廟
、
陵
墓
、
古
蹟
、
名
竃
、
流
寓
、
人
物

と
い
っ
た
そ
の
項
日
を
見
れ
ば
瞭
然
で
あ
り
、
記
載
す
る
人
物
の
晴
期
は
『
大
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ピ広無記』の明版について（大澤）

明
一
篠
笛
』
よ
り
限
定
的
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
同
一
の
系
譜
上
に
あ

る
地
理
書
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
前
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
知
識
体
系
を
顧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

祖
禺
の
表
現
を
借
用
し
て
「
詞
章
之
学
」
と
い
っ
た
が
、
『
広
勲
記
』
が
編
纂

さ
れ
た
の
は
「
詞
章
之
学
」
へ
の
批
判
が
ま
だ
広
く
は
意
識
さ
れ
て
い
な
い

時
期
の
も
の
で
、
『
大
明
一
統
志
』
に
体
裁
を
と
っ
た
と
標
榜
す
る
こ
と
は

十
分
に
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
立
方
嫡
「
増
訂
広
詳
記
序
」
の
紹

介
に
よ
れ
ば
、
「
科
第
之
目
土
田
階
数
」
に
関
す
る
記
述
が
な
い
の
は
進
士

録
や
帳
簿
と
い
う
誹
り
を
避
け
る
た
め
の
も
の
で
、
む
し
ろ
美
点
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
⑤

評
価
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
行
政
官
僚
に
と
っ
て
は
も
の
足
り
な
く
感
じ

ら
れ
る
箇
所
も
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　
こ
の
文
章
作
成
の
た
め
の
「
詞
章
之
学
」
は
必
ず
し
も
地
図
を
必
要
と
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
や
が
て
万
暦
時
期
の
立
会
に
対
応
す
る
現
実

的
な
要
求
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
『
広
輿
図
』
系
の
地

図
を
付
し
て
、
多
く
の
版
を
重
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
海
野
氏
の
説
か

れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
康
熈
二
五
年
の
察
継
切
の
増
訂
本
以
前
の
『
広
野
記
』

の
諸
版
本
と
そ
の
所
在
を
以
下
に
示
そ
う
。

　
1
　
金
陵
盛
文
高
刊
本
　
　
　
　
内
閣
文
庫
・
天
理
図
書
館

　
2
　
陶
仲
刊
本
　
　
　
　
　
　
　
内
閣
文
庫

　
3
　
大
木
文
庫
本
　
　
　
　
　
　
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

　
4
　
宏
遠
堂
刊
本
　
　
　
　
　
　
尊
高
閣
文
庫

5
　
凝
香
閣
刊
本

67811　10 9

蝿
飛
斎
蔵
板
本

遺
勲
堂
刊
本

懐
徳
堂
文
庫
蔵
本

呉
門
五
車
醤
油
板
本

版
築
居
刊
本

米
国
国
会
図
書
館
所
蔵
本

内
閣
文
庫
・
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究

所
・
藍
島
大
学
内
藤
文
庫

京
都
大
学
人
文
科
学
研
暴
富

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

大
阪
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
補
注
〕

天
理
図
書
館
・
神
戸
帯
立
博
物
館

北
京
師
範
大
学
（
未
見
）

米
国
国
会
図
書
館
（
未
見
）

右
の
う
ち
一
・
2
・
3
・
4
は
も
と
も
と
地
図
の
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
。

7
・
8
・
9
は
明
代
の
版
木
を
霊
代
に
入
っ
て
改
変
し
た
も
の
。
さ
ら
に
8
・

9
に
は
世
祖
と
い
う
順
治
帝
の
廟
号
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
（
巻
二
三
遼
東
）
、

意
志
年
間
の
刊
本
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
康
煕
二
五
年
に
は
察

聖
柄
の
増
訂
本
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
よ
り
も
大
き
く
下
る
と
い
う

こ
と
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
2
・
3
・
4
・
7
に
は
同
一
の
版
木
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
仮
に
大
ま
か
な
年
代
順
に
一
～
9
を
並
べ
て
み
た
。

①
　
さ
ら
に
、
布
政
司
の
配
列
は
彦
世
昭
『
大
弱
一
統
志
略
』
と
嗣
じ
だ
と
い
い
、

　
両
者
が
同
一
の
藍
本
か
ら
生
ま
れ
た
よ
う
に
い
う
。

②
申
晦
行
の
叙
は
『
賜
聞
事
集
』
巻
九
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
王
重
斑
は

　
薦
時
可
・
陸
応
陽
は
「
並
遊
（
申
）
隠
行
門
也
」
と
述
べ
て
い
る
。

③
　
漏
晴
可
は
、
漏
恩
の
次
子
、
松
江
華
亭
の
人
、
隆
慶
五
年
進
士
。
『
明
史
』
巻

　
二
〇
九
漏
恩
伝
に
附
伝
が
あ
る
。
『
漏
元
成
選
集
』
八
十
三
巻
等
の
文
集
が
存
す
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る
外
、
『
申
国
版
刻
綜
録
』
九
七
頁
に
万
暦
二
四
隼
・
刊
『
裂
離
本
方
』
四
巻
の
刊
行

　
者
と
し
て
名
が
見
え
る
。

④
顧
祖
禺
『
読
史
方
輿
紀
要
』
総
序
　
。

⑤
二
方
姻
「
増
訂
広
輿
愚
書
」

　
　
此
書
勝
嘗
不
合
於
史
也
。
遠
合
於
経
史
之
遺
意
、
近
劉
与
『
一
統
急
熱
相
表

　
　
裏
。
特
不
載
科
第
之
目
土
田
戸
口
之
数
、
以
避
進
士
録
黄
白
冊
之
調
。
此
所

　
　
　
以
記
文
入
之
緒
言
、
而
騒
雅
之
士
獲
尚
之
也
。
第
勝
代
二
三
、
歓
焉
弗
載
。

　
　
予
為
采
輯
補
綴
、
較
原
本
頗
擦
筆
備
。

　
な
お
、
海
野
前
掲
論
文
に
よ
る
と
薬
方
燗
の
増
訂
本
に
は
、
歴
代
張
域
や
国
都
の

　
変
燈
、
各
省
の
歴
史
地
理
的
概
観
、
各
府
…
州
の
広
狭
・
賦
税
、
万
暦
以
降
の
建
羅

　
沿
革
な
ど
の
記
事
に
増
補
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。

〔
補
注
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
本
稿
成
稿
の
後
、
海
野
エ
隆
氏
よ
り
呉
門
五
車
二
三
板
本
と
思
わ
れ
る
刊
本
の

　
所
在
を
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
神
戸
衛
立
博
物
館
南
波
松
太
郎
コ
レ
ク
シ
認
ソ
に

　
所
蔵
さ
れ
る
『
零
種
記
臨
に
は
、
順
治
一
七
年
と
い
う
年
記
が
み
え
る
こ
と
か
ら

　
五
華
楼
本
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
明

叛

　
鴫
版
の
獅
、
広
輿
記
』
は
、
爾
京
と
杭
州
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
な
か
で
も
杭
州
の
版
か
ら
地
図
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
注

意
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
も
の
は
お
そ
ら
く
蘇
州
で
の
詣

版
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
車
代
の
版
本
が
主
に
蘇
州
で
出
版
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
以
下
に
各
版
本
に
即
し
て
解
説
を

加
え
る
。

1
　
金
陵
遺
文
高
刊
本

　
内
閣
文
庫
所
蔵
の
も
の
は
（
史
＝
一
〇
1
五
）
、
毎
半
葉
十
行
十
九
字
、
第

一
巻
第
一
葉
版
心
に
「
金
陵
盛
文
高
刊
し
と
あ
る
。
即
興
に
は
「
雲
聞
陸
伯

生
輯
／
広
徳
記
／
金
陵
原
板
」
と
あ
る
ほ
か
、
さ
ら
に
「
此
薄
雪
衙
蔵
板
／

不
許
翻
刻
如
有
／
翻
者
千
里
究
治
」
と
い
う
印
記
が
あ
る
（
図
版
1
）
。
申
時

行
「
広
輿
記
叙
」
、
濤
時
可
「
広
輿
論
序
」
、
各
一
葉
の
広
戦
記
凡
例
、
広
輿
記

目
録
と
続
く
。
こ
の
本
の
み
恩
録
は
二
段
に
組
ま
れ
て
い
る
。
第
一
巻
巻
首
、

申
時
行
叙
の
第
一
葉
に
「
秘
閣
図
書
之
乱
し
の
印
が
見
え
る
。
ま
た
七
六
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

尾
に
「
王
自
謙
録
」
と
い
う
字
様
が
み
え
る
。
地
図
は
付
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
天
理
図
書
館
所
蔵
本
に
は
三
面
は
な
い
。
昭
和
三
年
に
広
池
千
九
郎
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
申
時
行
と
薦
時
可
の
序
が
あ
る
が
、
花
序
は
最

後
の
半
葉
が
欠
け
て
お
り
、
鶴
の
名
が
な
い
。
凡
例
・
目
録
と
続
く
の
は
内

閣
文
庫
本
と
同
じ
で
あ
る
。
巻
六
末
尾
の
半
葉
が
な
く
「
王
自
謙
録
」
と
い

う
字
様
は
な
い
。
巻
二
第
一
葉
裏
・
第
二
葉
表
に
見
え
る
翻
れ
穣
は
天
理
本

の
方
が
大
き
く
、
天
理
本
は
後
朝
の
本
と
い
え
る
。
他
に
一
本
が
『
中
國
入

民
大
学
図
南
導
管
籍
善
本
書
目
』
史
部
　
地
理
類
　
総
志
に
著
録
さ
れ
て
い

る
。　

内
閣
文
庫
本
封
諏
の
翻
刻
の
禁
止
を
標
携
す
る
印
記
を
見
れ
ば
、
こ
の
本

が
原
刻
本
の
よ
う
に
も
誓
わ
れ
る
が
、
勿
論
確
証
と
は
な
り
得
な
い
。
と
も

か
く
『
広
輿
記
』
の
諸
版
本
の
申
で
も
も
っ
と
も
早
い
特
期
に
属
す
る
の
は
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間
違
い
が
な
い
。

2
　
陶
仲
刊
本

　
内
閣
文
庫
所
蔵
（
二
九
一
－
三
七
）
、
毎
二
葉
十
行
十
九
字
で
地
図
は
付

さ
れ
て
い
な
い
。
封
面
に
は
「
広
輿
記
し
と
あ
る
の
み
で
、
巻
着
か
ら
申
時

行
「
広
輿
記
叙
」
、
漏
心
妻
「
毫
端
記
序
扁
、
広
輿
記
凡
例
、
広
輿
記
目
録
と

な
る
。
ま
た
、
漏
晴
晩
学
の
第
　
葉
表
の
版
心
に
「
受
諾
刊
偏
と
い
う
刻
工

名
が
あ
る
が
書
坊
の
名
は
見
え
な
い
（
図
版
R
）
。
出
版
地
は
特
定
で
き
な

い
が
、
版
木
の
継
授
関
係
か
ら
み
る
と
蘇
州
で
出
版
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ

う
。
金
陵
盛
文
高
刊
本
と
並
ん
で
も
っ
と
も
早
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
後

述
の
よ
う
に
こ
れ
を
受
け
継
い
だ
同
じ
一
組
の
版
木
が
補
修
さ
れ
な
が
ら
何

度
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

3
　
大
木
文
庫
本

　
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
大
木
文
庫
所
蔵
。
毎
思
葉
十
行
牽
九
字
、
封

面
は
な
く
、
申
時
行
の
叙
の
み
が
付
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
掻
録
、
凡
例
と

い
う
順
序
に
な
っ
て
い
る
。
地
図
は
付
さ
れ
て
は
い
な
い
。
第
～
葉
裏
、
第

二
葉
表
の
匡
廓
の
欠
け
具
合
、
割
れ
屠
の
入
り
方
か
ら
み
て
、
申
時
行
の
叙

は
陶
仲
刊
本
と
同
じ
版
木
を
薄
い
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
ま
た
本
文
も
巻
一

第
～
葉
裏
、
昌
平
州
の
註
等
の
劉
れ
蔭
の
入
り
方
を
み
る
と
、
陶
仲
刊
本
と

同
一
の
版
木
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
同
一
の
版
木
を
用
い
る
中
、
巻
六
第
一
葉
表
、
河
南
、
曙
封
府
の
記
事
で
、

陶
仲
刊
本
で
は
「
金
田
南
京
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
「
宋
日
沐
京
篇
と
な

っ
て
い
る
版
本
が
、
こ
の
本
と
次
の
宏
遠
堂
刊
本
の
二
本
で
あ
る
（
図
版
W
）
。

陶
仲
刊
本
巻
六
第
篇
菓
裏
長
三
二
の
割
註
の
割
れ
圏
が
大
木
文
庫
本
に
も
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
四
文
字
の
改
変
は
埋
木
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

暁
刊
の
金
陵
盛
脚
高
刊
本
や
蝿
飛
斎
蔵
板
本
は
も
ち
ろ
ん
、
同
じ
陶
重
刊
本

の
版
木
を
受
け
継
ぐ
清
代
の
観
経
盤
刊
本
も
「
金
臼
南
京
」
と
し
て
お
り
、

な
ぜ
こ
の
箇
所
を
変
え
た
の
か
は
不
毛
で
あ
る
。

4
　
宏
遠
堂
刊
本

　
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
。
毎
半
葉
十
行
十
九
字
、
封
戸
に
は
「
雲
間
陸
養
生
先

生
手
輯
／
広
輿
記
／
本
衙
蔵
本
」
と
あ
り
、
「
本
衙
蔵
本
」
と
あ
る
灘
分
に

「
宏
遠
堂
」
と
い
う
朱
文
の
印
章
が
押
さ
れ
て
い
る
。
宏
遠
堂
は
『
北
京
図

書
館
学
籍
善
本
書
自
』
子
部
、
雑
家
類
に
あ
る
（
一
四
八
八
頁
）
闘
廉
斎
子

輯
、
万
暦
七
年
刊
『
百
家
録
粋
』
六
巻
を
出
版
し
た
雷
麟
と
し
て
見
え
る
。

　
こ
と
さ
ら
に
「
陸
伯
生
先
生
手
機
」
と
い
う
処
な
ど
、
後
代
の
者
の
手
に

な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
、
申
蒔
行
の
叙
は
な
く
計
時
可
の
序
の
み
が

あ
る
。
そ
の
第
一
年
表
の
版
心
に
は
、
内
閣
文
庫
蔵
の
陶
工
刊
本
と
岡
じ
く

…，

ｩ
仲
聴
し
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
墨
譜
は
最
後
の
｝
葉
が
欠
け
て
お
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り
、
「
玄
岳
道
人
漏
時
町
書
」
の
署
名
が
な
く
、
そ
の
ま
ま
凡
例
・
目
録
と

続
い
て
い
る
。
内
閣
文
庫
の
織
斑
刊
本
や
大
木
文
庫
本
と
岡
じ
箇
所
に
割
れ

屠
が
見
え
る
の
で
、
本
文
は
内
閣
陰
嚢
本
と
罵
じ
版
木
を
用
い
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
が
、
巻
四
第
二
八
葉
の
よ
う
に
彫
り
な
お
し
て
い
る
箇
所
も
一
部

あ
る
。
大
木
文
庫
本
と
同
じ
く
巻
六
、
開
封
府
の
「
金
闘
南
京
し
と
な
っ
て

い
る
箇
所
が
、
「
宋
膿
汁
京
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
先
に
触
れ
た
が
、
大
木

文
庫
本
と
は
、
同
一
時
期
の
刊
行
で
は
な
い
。

　
凡
例
、
上
野
の
順
序
が
大
木
文
庫
本
と
異
な
る
他
に
、
巻
四
第
二
八
葉
裏

の
戦
書
谷
の
謝
識
「
旧
呼
殺
谷
」
、
桑
林
の
割
註
「
雨
」
、
程
願
の
割
註
コ

切
児
童
」
の
部
分
の
字
体
が
陶
仲
刊
本
や
大
木
文
庫
本
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、

大
木
文
嘩
本
の
方
が
宏
遠
堂
刊
本
に
先
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
内
閣

文
庫
の
陶
仲
刊
本
の
版
木
が
黒
木
文
庫
本
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
際
に
巻
六
の

「
金
日
南
京
」
が
「
宋
雪
風
京
」
に
改
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
版
木
が

巻
四
の
末
尾
を
改
版
し
て
宏
遠
堂
刊
本
に
用
い
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
（
表
1

参
照
）
。
本
文
の
版
木
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ

序
の
部
分
が
揃
っ
て
い
な
い
の
か
は
、
荘
子
が
申
時
行
ま
た
は
鴻
時
可
の
序

文
を
選
択
的
に
破
棄
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
そ
れ
は
そ
れ
で
興
味
深

い
問
題
で
あ
る
が
、
地
図
を
付
す
以
前
に
岡
一
の
版
木
を
用
い
て
三
度
は
印

捌
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

5
　
凝
香
閣
刊
本

　
凝
香
閣
刊
本
は
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
及
び
内
閣
文
句
、
関
西
大

　
　
　
　
　
　
　
②

学
内
藤
文
庫
の
所
蔵
。
ま
た
学
海
出
版
社
に
よ
っ
て
中
国
輿
地
叢
書
の
十
と

し
て
影
印
さ
れ
て
い
る
（
一
九
六
九
）
。
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
本
の
封
面

に
は
「
凝
皇
軍
鼠
銑
／
広
輿
記
／
本
曇
蔵
板
」
と
あ
り
、
上
方
枠
外
に
「
出

図
補
遺
」
と
い
う
横
批
が
あ
り
、
薪
た
に
地
図
の
白
革
を
し
た
こ
と
が
う
た

　
　
　
　
③

わ
れ
て
い
る
（
図
版
運
）
。
黄
汝
亨
と
申
隣
行
の
序
文
が
あ
る
が
、
薦
時
可

の
序
は
潮
除
さ
れ
て
い
る
。
黄
至
聖
「
全
巻
地
図
記
序
」
に
よ
る
と
銭
塘
の

二
子
儀
に
よ
っ
て
地
図
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
海
野
氏
は
黄
汝
亨
の

没
年
か
ら
、
天
啓
六
年
以
前
の
刊
本
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
但
し
天
啓
四
年
の

自
序
を
持
つ
黄
汝
亨
『
寓
林
集
』
に
は
こ
の
序
は
見
醒
ら
な
い
。

　
他
の
版
本
と
の
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
本
の
み
が
毎
半
弁
九

行
二
十
字
で
版
式
が
他
の
本
と
異
な
り
、
地
図
を
付
す
も
の
の
中
で
は
特
異

な
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、
凡
例
の
末
尾
に

　
　
一
、
漸
導
入
者
、
附
於
各
類
之
中
、
以
便
人
平
観
覧
。

　
　
一
、
刻
図
冠
於
漉
隷
牽
三
省
各
辺
之
首
、
以
当
惑
少
文
之
臥
遊
。

と
い
う
二
項
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
目
録
に
も
図
の
付
載
が
示
さ
れ
て

お
り
、
図
の
部
分
の
版
心
に
は
「
南
直
音
図
」
・
「
某
々
省
図
」
等
と
あ
る
。

各
省
の
首
に
は
、
例
え
ば
北
京
で
は
、

　
　
東
北
抵
遼
東
界
、
正
東
東
南
抵
山
東
界
、
正
繭
西
北
抵
山
西
界
、
正
南
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西
南
抵
河
南
界
、
正
北
抵
沙
漠
、
八
府
州
二
十
一
県
一
百
十
六
。

ま
た
、
江
西
で
は
、

　
　
十
三
府
十
州
七
十
七
県
共
九
千
九
百
五
十
六
里
、
東
漸
江
、
東
南
福
建
、

　
　
南
広
東
、
西
南
正
西
西
北
界
幽
翠
、
北
東
北
南
直
隷
。

と
い
う
よ
う
な
四
至
の
註
記
が
あ
っ
て
、
周
囲
の
境
界
と
所
属
の
府
州
県
の

数
、
さ
ら
に
は
墨
甲
の
数
を
記
す
も
の
も
あ
る
。
ま
た
弱
版
の
も
の
で
は
唯

一
、
播
州
宣
慰
司
〔
万
暦
辛
丑
（
二
九
年
）
改
遵
義
府
…
…
〕
（
巻
一
七
－
二

四
＆
）
と
い
う
よ
う
に
、
他
の
版
本
に
は
な
い
註
記
を
も
つ
。
い
わ
ば
、
他

本
は
増
補
と
い
っ
て
も
原
刊
本
の
巻
首
に
地
図
を
付
し
た
の
み
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
凝
香
閣
刊
本
は
そ
れ
ま
で
の
版
本
の
不
備
を
補
お
う
と
し
た
も
の

と
い
え
よ
う
。
こ
の
改
訂
註
記
へ
の
意
志
は
、
書
坊
の
安
易
な
商
業
主
義
的

な
出
版
物
と
は
同
～
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
版
本
は
『
広
輿
記
』
の
版
本
の
な
か
で
は
特
殊
な
位
鐙
に
あ
り
、
そ
の
特

徴
を
受
け
継
ぐ
も
の
は
現
わ
れ
な
か
っ
た
か
、
散
逸
し
て
現
存
し
て
い
な
い

と
解
す
事
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
特
殊
な
も
の
と
な
っ
た
背
景
を
、
序
文
を
記
し
て
い
る
黄
汝

亨
に
探
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
黄
汝
亨
は
仁
和
の
人
、
字
は
貞

父
、
万
暦
二
六
年
の
進
士
、
寓
庸
空
士
と
号
す
。
『
豊
前
集
』
等
の
著
の
他
、

『
古
思
議
』
等
の
編
著
が
あ
る
。
前
稿
で
触
れ
た
が
江
西
の
進
賢
知
県
在
任

当
時
（
万
暦
二
七
～
三
二
）
、
朱
謀
埠
や
張
汝
霧
ら
の
江
西
を
中
心
に
活
動

し
た
地
理
学
研
究
の
グ
ル
ー
プ
に
連
な
る
人
物
で
あ
っ
た
。
後
に
万
暦
四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

～
四
五
年
に
か
け
て
張
汝
縣
と
と
も
に
南
京
で
読
史
社
を
開
い
て
い
る
。
萱

汝
亨
「
広
輿
地
単
記
序
」
が
、
見
応
陽
の
原
本
に
対
し
て
、

　
　
地
里
難
著
而
図
墨
絵
、
何
以
為
捌
者
之
指
南
、
条
疏
難
挙
而
美
有
遺
、

　
　
何
以
満
学
者
之
属
厭
、
識
者
猶
有
憾
焉
。

と
述
べ
た
の
は
、
一
方
に
は
地
理
書
に
は
地
図
無
か
る
べ
か
ら
ず
と
い
う
認

識
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
地
図
の
増
補
や
四
至
の
記
載
は
、

従
来
の
「
詞
章
之
学
」
的
な
『
広
輿
記
』
に
は
な
か
っ
た
性
格
を
は
っ
き
り

と
付
け
加
え
る
も
の
と
な
っ
た
。

6
　
謙
卑
斎
蔵
板
本

　
髭
飛
斎
蔵
板
本
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
。
毎
半
葉
十
行
十
九
字
、

封
面
に
は
「
広
輿
図
記
」
と
あ
り
、
無
年
記
の
銭
塘
鍾
人
傑
の
序
を
収
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

序
に
は
友
人
の
注
無
際
が
地
図
を
加
え
た
と
い
う
。
凡
例
は
な
く
図
の
部
分

の
版
心
に
は
「
図
」
と
あ
る
だ
け
で
、
い
か
に
も
無
図
の
原
刊
本
に
地
図
を

付
し
た
の
み
と
い
う
よ
う
な
体
裁
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
本
で
は
半
葉

（
六
行
一
一
字
）
か
ら
な
る
府
州
県
衛
の
四
種
の
記
号
説
閉
を
目
録
の
後
、

「
広
輿
論
軽
し
の
前
に
置
い
て
い
る
。

　
　
広
輿
図
式
以
尺
慣
熟
万
里
之
勢
、
評
者
毎
病
濡
雑
。
僕
於
綴
日
雪
加
考

　
　
籔
、
東
之
片
楮
、
難
寛
窄
稻
殊
、
学
府
州
県
衛
若
月
若
◇
若
○
若
閣
、
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各
旗
標
概
。
照
覧
者
瞭
如
属
籍
云
ひ

こ
の
記
号
説
明
は
地
図
を
付
す
他
の
本
に
も
同
一
の
も
の
が
着
け
ら
れ
て
い

る
が
、
凝
香
香
刊
本
の
み
に
は
着
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
記
号
は
『
広
輿

図
』
と
隅
じ
も
の
で
あ
り
、
『
広
輿
國
』
で
は
羅
洪
先
の
序
の
末
羅
に
付
さ
れ

て
い
た
記
号
の
説
明
の
内
、
府
…
州
県
衛
の
四
種
の
み
を
独
立
さ
せ
て
作
っ
た

も
の
で
あ
る
。
『
広
輿
図
』
の
地
図
を
借
用
し
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
も
は
っ

き
り
判
か
る
が
、
「
広
輿
図
記
」
と
い
う
羅
洪
先
の
『
広
輿
図
』
を
意
識
し
た

封
薦
の
付
け
方
と
い
い
、
書
坊
が
草
率
に
作
っ
た
刻
本
で
あ
ろ
う
。
嗣
録
で

は
巻
二
四
の
「
外
夷
し
と
い
う
蓑
題
が
削
ら
れ
て
い
る
が
、
第
二
四
巻
で
は

「
外
夷
」
と
い
う
字
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
。

　
錘
人
傑
は
万
暦
刊
『
馬
鐸
初
志
』
四
巻
の
校
閲
を
し
た
人
物
と
し
て
、
王

露
民
『
中
国
善
本
書
提
要
』
（
三
九
六
頁
）
に
名
前
が
あ
り
、
ま
た
、
崇
禎

二
年
序
刊
『
通
鑑
箋
注
』
七
二
巻
（
『
内
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
史
部
編
年

類
）
の
撰
者
と
し
て
名
前
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
万
暦
末
か
ら
崇
禎
年
間
に

か
け
て
活
動
し
た
人
物
だ
と
思
わ
れ
る
。
徐
乗
嚢
騨
．
熱
量
堂
書
目
』
に
は
、

鍾
人
傑
『
史
記
評
林
』
十
六
冊
と
い
う
も
の
が
み
え
、
明
野
雪
隠
盛
ん
に
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

纂
さ
れ
た
各
種
の
評
点
本
を
出
版
し
て
い
た
書
坊
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
王
入

傑
が
万
暦
四
七
年
に
出
版
し
た
同
様
の
評
点
本
の
～
つ
『
前
漢
書
』
を
見
る

と
、
凝
香
閣
刊
本
の
序
の
撰
者
黄
汝
亨
と
鍾
人
傑
の
闘
に
は
直
搬
の
関
係
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

あ
っ
た
。
内
閣
文
庫
所
蔵
の
鍾
人
傑
校
『
漢
霞
』
に
は
、
焦
鉱
、
貰
汝
亭
・

鍾
人
傑
の
序
文
が
つ
い
て
い
る
が
、
黄
香
芋
は
そ
の
序
に
「
門
人
無
生
瑞
先
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
記
し
て
い
る
。
髭
飛
斎
蔵
板
本
の
序
の
末
尾
に
は
「
瑞
先
氏
」
の
印
記
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

あ
り
、
瑞
先
と
は
鍾
人
傑
の
字
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
焦
拡
「
題

新
刻
両
漢
書
」
に
は
、

　
　
臨
安
鍾
瑞
先
、
・
好
学
多
通
、
酷
嗜
墳
籍
、
毎
得
異
書
、
戦
梓
之
以
公
。

　
　
同
好
不
必
投
束
修
之
羊
、
仮
春
明
之
宅
、
其
義
声
聞
遠
翅
突
。
嚢
刻
々

　
　
記
、
字
画
精
好
、
読
者
善
之
。

と
あ
り
、
鍾
人
傑
が
さ
き
に
『
史
記
』
を
刊
行
し
た
こ
と
が
見
え
る
が
、
「
毎

得
異
書
、
緬
梓
之
以
公
」
と
い
う
と
こ
ろ
な
ど
は
、
正
に
出
版
業
者
と
し
て

の
活
動
を
述
べ
た
も
の
と
い
え
る
。

　
凝
香
閣
刊
本
に
関
係
す
る
黄
汝
亨
と
閻
子
儀
は
そ
れ
ぞ
れ
仁
和
、
銭
塘
の

入
で
あ
り
、
銭
塘
の
鍾
人
傑
と
あ
わ
せ
て
こ
の
二
つ
の
版
本
は
と
も
に
杭
州

に
関
係
が
あ
っ
た
。
蝿
飛
斎
蔽
板
本
と
凝
香
閣
刊
本
と
の
前
後
関
係
は
明
確

で
は
な
い
が
、
蜷
飛
斎
蔵
板
本
で
の
注
無
際
と
鍾
人
傑
と
の
関
係
は
崇
禎
二

年
層
刊
の
『
通
鑑
箋
註
』
に
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
万
暦
末
か
ら
天
啓
年
闊

の
刊
行
と
思
わ
れ
る
凝
香
閣
刊
本
以
後
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、

鍾
人
傑
は
翼
翼
亨
の
生
前
に
遜
り
な
が
ら
か
、
あ
る
い
は
没
後
、
地
図
だ
け

を
巻
首
に
付
す
と
い
う
形
で
『
広
輿
記
』
の
増
補
を
行
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

照
至
の
記
載
や
播
州
宜
黒
蝿
な
ど
の
凝
香
閣
本
で
改
訂
さ
れ
た
記
載
は
見
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
鍋
飛
斎
蔵
板
本
は
地
麟
を
付
す
と
い
う
着
想
の
み
を
取
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『広輿記』の明版について（大澤）

り
入
れ
て
改
編
を
行
な
っ
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
は
、
黄
汝
亨
が
丁
寧
な
増

訂
を
施
し
た
も
の
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
杭
州
の
書
坊
撮
飛
斎
が
そ
れ
ま
で
の

『
広
描
記
論
に
、
地
図
を
付
す
と
い
う
安
直
な
商
業
主
義
的
な
増
補
を
行
な
っ

た
と
い
う
の
が
実
絹
に
近
い
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
元
の
遼
陽
行
省
の

「
合
蘭
府
」
が
、
凝
香
閣
刊
本
で
は
『
広
輿
図
』
と
同
じ
く
「
合
閥
府
」
と

さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
発
飛
斎
蔵
板
本
「
広
輿
総
図
」
は
合
闘
府
と
誤
っ
て

い
る
の
も
、
髭
飛
斎
蔵
板
本
が
草
率
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
示

し
て
い
る
（
図
版
M
）
。
ま
た
、
凝
香
閣
刊
本
の
地
図
に
は
他
本
と
共
通
す

る
記
号
説
明
が
つ
い
て
い
な
い
の
も
、
凝
香
閣
刊
本
の
地
図
が
他
本
と
は
独

立
し
て
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

10

@
版
築
居
刊
本

　
使
丁
孚
『
明
代
版
刻
筆
録
』
（
江
蘇
広
陵
古
謡
刻
印
粒
　
一
九
八
三
）
は
、

北
京
師
範
大
学
蔵
本
の
傅
趨
辰
版
築
居
の
刊
本
を
万
暦
二
八
年
刊
の
『
広
輿

記
』
と
し
て
い
る
。
万
暦
二
八
年
と
し
た
の
は
申
時
行
の
叙
の
年
記
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
、
版
築
居
刊
本
が
原
刊
本
で
あ
る
か
ど
う
か
は
実
見
し
て
い

な
い
た
め
後
考
に
待
ち
た
い
が
、
『
明
代
版
刻
綜
録
』
で
書
騨
の
名
を
挙
げ

る
か
ら
に
は
、
封
瀟
な
り
ど
こ
か
に
版
築
居
の
名
を
掲
げ
る
版
本
が
存
在
し

た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
地
図
の
有
無
を
確
認
で
き
れ
ば
ど
こ
に
位
置
す

る
版
本
か
判
断
で
き
よ
う
。
版
築
居
は
前
陣
で
ふ
れ
た
と
お
り
、
播
葉
組
『
彙

　
　
　
　
　
　
⑩

輯
輿
図
厳
正
全
書
』
、
張
燧
『
経
世
翠
要
』
等
の
経
世
書
を
出
版
し
た
明
末
の

南
京
の
書
縢
で
あ
り
、
『
広
輿
記
』
が
南
京
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
『
彙
輯
輿
図
早
馬
全
書
』
の
地
図
と
『
広

輿
記
』
の
い
く
つ
か
の
版
本
の
地
図
に
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

そ
の
点
か
ら
も
版
築
屠
刊
本
の
存
在
は
興
味
深
い
。

　
以
上
が
明
版
の
も
の
で
あ
り
、
南
京
と
杭
州
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
現
存
す
る
も
の
で
考
え
れ
ば
、
地
図
を
付
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

凝
香
閣
刊
本
に
よ
り
杭
州
で
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
を
受
け
継
い
で
髭

飛
斎
蔵
板
本
が
さ
ら
に
詑
号
説
閣
を
加
え
た
と
思
わ
れ
る
。

　
既
に
地
図
を
付
す
以
前
か
ら
、
内
閣
文
庫
蔵
の
陶
仲
刊
本
の
版
木
の
行
方

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
数
次
の
刊
行
が
為
さ
れ
、
江
南
に
お
い
て
は
『
広
輿
記
』

は
一
種
の
売
れ
筋
と
い
っ
て
よ
い
書
物
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
に
飽
き
足
り
ず
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
な
く
、
地
図
を
付
す
と
い

う
増
補
が
為
さ
れ
た
の
に
は
、
地
理
学
研
究
に
関
係
し
て
い
た
黄
玉
亨
の
影

響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
凝
香
南
刊
本
は
日
本
に
も
三
本
が
所
蔵
さ
れ
、

流
布
し
た
数
も
比
較
的
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
着
想
を
そ
の
ま
ま

利
用
し
て
、
巻
首
に
地
図
を
付
載
し
た
版
本
が
次
々
に
現
わ
れ
た
の
は
、
出

版
業
港
の
感
覚
に
よ
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
顧
客
の
利
便
の
た

め
か
、
よ
り
販
路
を
拡
大
す
る
た
め
か
は
と
も
か
く
、
俗
書
・
実
用
書
を
多
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く
生
み
出
し
た
明
宋
の
出
版
界
の
～
薦
を
示
し
て
い
よ
う
。

①
　
前
稿
で
明
版
の
も
の
で
地
図
を
付
す
と
し
た
の
は
、
岡
じ
天
理
図
書
館
所
蔵
の

　
奥
門
五
車
楼
蔵
版
本
の
写
真
を
金
陵
盛
文
高
刊
本
と
取
り
違
え
た
単
純
な
勘
違
い
。

　
謹
ん
で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

②
　
関
西
大
学
内
藤
文
庫
調
査
特
別
委
員
会
編
『
闘
西
大
学
所
蔵
内
藤
文
藻
漢
籍
古

　
刊
古
妙
目
録
』
史
都
地
理
類
（
七
三
頁
）
。

③
凝
香
閣
刊
本
の
「
総
地
輿
図
」
が
前
掲
海
野
論
文
に
景
印
さ
れ
て
い
る
。

④
　
張
岱
『
榔
娠
文
集
』
巻
四
、
家
賦

　
　
　
甲
寅
、
当
事
者
以
南
刑
部
起
大
父
〔
張
汝
霧
〕
、
与
貞
父
先
生
復
同
官
白
下
。

　
　
　
拉
同
志
十
余
人
、
為
三
二
社
、
文
章
意
気
、
三
三
一
時
。
丁
巳
、
貞
父
視
学

　
　
　
江
右
、
大
饗
視
学
黙
。

⑥
　
江
南
際
は
『
通
鑑
箋
註
』
を
批
評
し
た
人
物
で
あ
り
、
第
一
巻
首
に
二
三
二
世

　
頁
会
纂
、
嘉
定
濠
曙
際
批
評
、
銭
塘
鍾
人
傑
箋
註
と
し
て
名
が
見
え
る
。
序
に
は

　
己
巳
（
崇
重
二
年
）
春
正
月
上
元
呉
郡
圧
明
三
無
際
父
と
記
し
て
お
り
、
無
際
は

　
字
と
わ
か
る
。
別
に
李
之
藻
「
潮
通
鑑
畿
薄
恥
」
に
は
孝
廉
涯
無
際
氏
と
あ
る
こ

　
と
か
ら
、
嘉
定
の
挙
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

⑥
　
内
閣
文
庫
の
『
通
鑑
箋
駐
』
の
封
面
に
は
「
読
書
坊
蔵
板
」
と
あ
り
、
同
じ
杭

　
州
の
書
騨
に
「
読
書
坊
鍾
畏
侯
」
の
印
記
が
何
鍵
纂
・
慎
蒙
続
纂
鶯
穴
下
名
山
勝

　
概
記
』
の
鉗
面
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
読
霞
坊
と
い
う
書
蜂
も
鍾
氏
の
営
む

　
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

⑦
『
内
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
史
部
に
著
録
さ
れ
て
い
る
（
二
七
九
－
五
二
）
。

⑧
黄
汝
亨
『
薮
林
集
』
巻
一
に
は
批
点
前
漢
書
序
と
し
て
所
収
。

⑨
　
杜
信
孚
冊
明
代
版
刻
綜
録
』
巻
七
、

　
　
　
鍾
人
傑
、
字
瑞
先
、
銭
塘
県
人
、
膚
『
性
理
見
通
』
。

⑩
　
『
軽
重
輿
図
重
出
全
書
』
日
面
の
引
用
書
目
に
『
凱
陣
記
』
も
挙
げ
ら
れ
て
い

　
る
。

四
　
明
刻
三
三
本

　
こ
れ
ら
明
証
の
も
の
を
受
け
継
ぎ
、
一
部
の
字
句
の
改
変
を
行
な
っ
た
も

の
が
以
下
に
挙
げ
る
も
の
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
明
刻
清
印
と
い
っ
て
も
よ

い
く
ら
い
で
あ
る
。
清
印
の
各
本
の
異
同
に
つ
い
て
は
以
下
の
四
箇
所
の
解

説
の
記
事
を
対
照
し
た
。
（
A
）
巻
一
　
北
京
、
（
B
）
巻
二
　
南
京
、
（
C
）

巻
二
三
　
九
辺
の
遼
東
、
（
D
）
巻
二
四
外
夷
の
女
直
。
金
陵
盛
観
高
刊

本
の
原
文
と
改
変
さ
れ
た
呉
門
五
車
楼
蔵
板
本
の
相
当
箇
所
を
以
下
に
示
す
。

と
も
に
十
行
十
九
字
、
拾
頭
な
ど
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
。

128 （45S）

A

金
陵
盛
文
高
刊
本

北
京

　
古
幽
葡
之
地
左
環
澹
海
右
擁
太
行
北
枕
居
最
南

呉
門
五
車
楼
蔵
版
本

北
京

　
古
幽
葡
之
地
左
環
槍
海
右
擁
太
行
北
枕
居
無
稽
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BCD
　
襟
河
済
形
勝
甲
天
下
即
遼
金
元
旧
都
也
我

成
禮
文
皇
帝
嘗
龍
潜
於
此
及
綴
承
大
統
遂
建
山
北

　
京

繭
京

　
古
金
陵
地
呉
晋
立
面
梁
陳
及
腰
唐
旧
都
論
題

太
複
高
皇
帝
定
鼎
於
此
永
楽
中
建
都
北
平
此
遂
為

　
南
京
云

　
　
遼
東

圏
初
廃
郡
県
置
衛
所
以
備
虜
独
於
遼
陽
開
原
設
自

　
在
安
楽
二
州
処
属
官
式
外
附
者
東
北
愚
女
直
建

　
州
毛
憐
等
衛
西
北
則
朶
顔
福
余
泰
寧
三
絃
分
地

　
授
官
通
貢
互
市
自
嘉
靖
間
虜
入
大
得
利
玄
遂
剰

　
掠
無
時
辺
入
不
得
耕
牧
頃
者
朝
鮮
失
守
海
波
復

　
揚
方
来
肘
腋
之
憂
蓋
不
独
驕
翼
突

　
　
女
直

〔
沿
革
〕
古
粛
慎
地
響
混
同
江
之
東
開
原
之
北
即
金
人

　
　
余
塵
也
漢
日
掘
婁
魏
日
勿
吉
唐
日
転
朝
　
国
母

　
襟
河
済
形
勝
甲
天
下
即
遼
金
元
旧
都
也
明
初
為

　
北
平
布
政
司
永
楽
中
成
祖
遷
都
是
為
北
京

大
清
定
鼎
傍
為
京
師

江
南

　
古
金
陵
地
呉
習
宋
斉
梁
陳
及
南
扇
旧
都
也
明
太

　
祖
高
皇
帝
定
鼎
於
此
永
楽
中
遷
都
改
為
南
京

大
清
改
為
江
南
首
省

　
　
遼
東

　
明
廃
郡
察
置
衛
僧
籍
備
辺
独
於
遼
陽
開
原
設
自

　
在
安
楽
二
州
処
属
国
其
外
郭
者
東
北
期
女
帝
建

　
州
毛
憐
等
衛
西
北
瑚
朶
顔
歳
余
泰
寧
三
衛
分
地

　
授
官
通
貢
互
市
自

大
清
建
圏
遂
龍
興
根
本
之
地

世
祖
皇
帝
爾
都
並
建
以
此
為
盛
京
云

　
　
女
直

〔
沿
革
〕
古
粛
慎
地
響
混
同
江
之
東
開
原
之
北
即
金
人

　
　
余
酸
也
漢
日
揖
婁
網
田
勿
吉
唐
心
靱
鞠
　
国
朝
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悉
境
帰
附
建
都
楽
堂
僧
官
其
酋
長
以
時
朝
貢

こ
れ
ら
の
字
句
の
改
変
は
能
代
に
刊
行
さ
れ
た
各
版
本
に
共
通
し
て
お
り
、

各
版
本
で
は
以
下
の
部
分
が
改
変
さ
れ
て
い
る
。

　
　
遺
経
堂
刊
本
　
　
　
　
A
B

　
　
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
　
　
A
C

　
　
権
門
五
車
楼
蔵
板
本
　
A
B
C
D

7
　
遺
経
堂
蔵
板
本

　
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
。
十
行
十
九
字
、
封
面
に
「
増
訂
広
雑
記
」

と
あ
る
。
序
文
、
凡
例
と
続
い
て
、
記
号
説
明
の
あ
と
に
地
図
が
置
か
れ
て

目
録
と
な
る
。
申
時
行
の
序
と
あ
る
が
実
の
と
こ
ろ
薦
時
可
の
序
で
、
第
一

葉
か
ら
第
四
葉
ま
で
は
陶
仲
刊
本
と
同
じ
版
木
を
も
ち
い
て
い
る
。
漏
序
第

一
葉
の
版
心
に
あ
る
職
工
名
は
不
分
開
で
あ
る
が
「
陶
仲
刊
」
と
判
読
で
き

る
。
第
五
葉
の
み
以
た
に
版
刻
し
末
尾
に
「
呉
郡
申
時
行
書
」
と
記
し
て
い

る
。
凡
例
も
陶
仲
刊
本
・
大
木
文
庵
本
・
宏
遠
堂
刊
本
と
同
一
の
版
木
で
、

本
文
に
も
同
一
の
版
木
を
用
い
る
箇
所
が
あ
り
、
陶
仲
刊
本
以
来
の
版
木
が

受
け
継
が
れ
て
こ
の
本
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
四
巻
末
尾
は
宏

遠
堂
刊
本
と
同
じ
字
体
で
、
箆
接
に
は
宏
遠
堂
刊
本
を
受
け
継
い
だ
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
巻
六
第
一
葉
で
は
「
金
閾
南
京
し
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
宏
遠
堂
刊
本
の
版
木
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
わ
け
で
は
な
く
、
別
の

　
　
　
悉
境
帰
附
建
都
司
翁
所
官
其
　
長
以
時
朝
貢

本
に
拠
っ
て
宏
遠
堂
刊
本
の
記
載
を
改
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
そ

れ
は
清
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
巻
六
第
一

葉
は
陶
仲
刊
本
と
は
字
体
も
異
な
っ
て
お
り
、
版
心
の
「
野
臥
記
」
と
い
う

文
字
が
小
さ
く
版
木
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
塾
代
に
入
っ

て
開
版
さ
れ
た
「
大
清
改
為
江
南
首
省
」
と
す
る
巻
二
第
一
葉
や
世
代
に
設

　
　
　
　
　
　
　
　
①

置
さ
れ
た
松
江
府
婁
県
の
記
載
の
あ
る
巻
二
第
二
三
葉
等
と
岡
様
の
も
の
だ

か
ら
で
あ
る
。
巻
二
第
一
葉
、
江
南
、
城
池
の
割
註
に
「
難
壁
阜
・
定
准
．

清
涼
塞
、
神
策
改
為
徳
勝
門
」
と
あ
り
（
図
版
V
）
、
神
全
等
が
得
勝
門
と

改
め
ら
れ
た
の
は
順
治
一
六
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
版
本
は
順
治
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

以
降
の
改
訂
に
係
る
こ
と
が
解
る
。

　
各
巻
善
に
置
か
れ
る
「
明
雲
間
陸
応
陽
伯
生
輯
」
と
あ
る
撰
者
の
名
の
「
明
」

の
字
は
巻
一
か
ら
巻
三
の
み
削
っ
て
い
る
。
酒
代
に
製
版
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
巻
六
巻
首
に
も
ま
た
「
明
」
の
文
字
が
あ
り
、
清
に
入
っ
て
か
ら
彫
ら
れ

た
版
に
も
「
明
」
の
文
字
が
重
ね
て
彫
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

目
録
の
記
載
は
明
豊
と
周
じ
く
北
直
隷
、
南
直
隷
、
外
夷
と
な
っ
て
い
る
。

地
図
の
部
分
の
版
心
は
「
増
補
広
逆
馬
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
「
天
下
総

説
」
で
は
爾
京
は
「
江
南
」
と
さ
れ
、
東
北
隅
の
五
三
域
に
は
「
霜
葉
雷
門

崩
此
」
と
い
う
註
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
宋
徽
鉱
二
無
二
卜
し
と
い
う
註
記

を
も
つ
播
光
学
『
彙
輯
輿
図
欝
欝
全
書
』
の
天
下
総
図
を
も
と
に
し
た
と
思
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わ
れ
る
（
図
版
雁
・
雁
）
。
ま
た
弛
代
の
地
名
で
あ
る
「
合
心
界
」
を
「
金
闘

府
」
と
す
る
よ
う
な
誤
刻
が
あ
り
（
蓑
2
）
、
蘇
州
の
異
名
に
間
違
え
て
当
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
い
る
こ
と
か
ら
蘇
州
で
強
風
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
曇
勝
五
車
楼
蔵
板
本
で
改
変
さ
れ
た
四
箇
所
の
う
ち
、
巻
一
北
京
は
「
大

清
定
皇
嗣
為
京
師
」
と
記
さ
れ
、
巻
二
で
は
南
京
を
曽
爾
に
変
え
「
大
清
覧

為
江
南
首
省
」
と
す
る
な
ど
二
箇
班
が
改
変
さ
れ
て
い
る
が
、
五
車
楼
蔵
板

本
で
改
変
さ
れ
て
い
る
C
、
D
の
二
箇
所
（
巻
二
三
、
二
四
）
は
、
明
野
と

同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
お
そ
ら
く
五
車
憂
欝
板
本
に
先
立
つ
時
期
の

も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
巻
一
五
湖
広
、
靖
州
の
条
は
薪
た
に
彫
尊
し
て
領
県

四
と
し
、
他
の
本
に
は
な
い
万
暦
二
五
年
設
麗
の
天
柱
県
を
〔
新
置
〕
と
し

て
註
記
し
て
記
載
し
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。

8
　
懐
徳
治
文
庫
班
蔵
本

　
大
阪
大
学
台
南
堂
文
庫
所
蔵
本
は
書
目
に
は
閣
版
と
あ
る
が
、
内
容
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
と
清
代
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
十
行
十
九
字
、
癖
馬
は
な
く
、

申
時
行
の
叙
が
あ
る
が
第
一
葉
表
を
欠
く
。
第
二
葉
表
の
、

　
　
余
友
雲
間
陸
伯
生
、
博
雅
宏
達
、
為
逢
衣
冠
錐
、
既
以
同
県
議
誤
、
与

　
　
世
抹
搬
、
則
超
然
為
汗
漫
、
遊
海
内
。

と
明
版
に
あ
る
箇
所
で
「
儒
林
冠
辞
偏
と
埋
木
を
し
て
い
る
。
次
い
で
凡
例
、

呂
録
、
記
号
説
明
、
地
図
と
続
く
。
愚
計
で
は
巻
＝
思
師
、
巻
二
製
糖
江
南
、

巻
二
十
四
外
国
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
「
天
下
総
麟
」
と
あ
る
地
図
は
夢
心

や
南
京
の
改
変
、
終
講
城
の
註
記
の
部
分
は
遺
漏
堂
本
と
同
じ
（
表
2
）
。
照

門
五
車
楼
蔵
板
本
の
改
変
し
た
簡
所
に
つ
い
て
見
る
と
、
巻
一
北
京
は
「
大

清
定
鼎
単
為
京
師
」
と
い
う
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
が
、
巻
二
で
は
江
南

と
改
め
ら
れ
ず
明
代
の
版
と
同
じ
で
、
「
明
細
聞
陸
癒
陽
伯
生
輯
偏
と
あ
る

撰
者
の
名
の
部
分
の
「
明
」
の
文
字
も
削
ら
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
な

ぜ
か
「
広
輿
記
憶
之
こ
と
し
て
お
り
、
全
く
明
代
の
体
裁
の
ま
ま
の
第
ご

巻
南
京
の
部
分
が
第
一
巻
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、

「
明
」
の
文
字
を
削
去
し
て
い
る
の
は
巻
　
巻
首
だ
け
で
あ
る
。
巻
二
三

九
辺
、
遼
東
に
は
「
世
祖
皇
帝
両
都
並
建
、
以
此
為
盛
京
云
」
と
あ
り
、
康

煕
年
間
の
刊
と
わ
か
る
。
巻
二
四
　
外
夷
　
女
直
の
記
事
も
巻
首
の
筆
録
で

は
外
国
と
変
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
文
で
は
外
夷
の
ま
ま
で
、
D
の
駕
分
の

記
載
は
「
酋
長
」
の
ま
ま
で
削
ら
れ
て
は
い
な
い
。
巻
二
四
第
一
葉
裏
の
朝

鮮
の
記
載
で
他
本
で
は
「
其
国
偽
分
八
道
し
と
為
る
箇
所
を
「
其
国
内
分
入

道
」
と
し
て
い
る
。

9
　
呉
羅
五
車
楼
蔵
板
本

　
天
理
図
書
館
所
蔵
、
封
面
に
は
「
雲
間
陸
伯
生
輯
／
報
酬
記
／
禅
門
五
車

楼
蔵
板
」
と
あ
り
、
上
方
欄
外
に
増
註
全
図
の
横
丁
が
あ
る
。
ま
た
、
「
下

墨
蔵
板
翻
刻
必
究
」
、
「
秘
書
閣
」
と
い
う
朱
文
の
国
記
が
あ
る
。
序
に
続
き
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凡
例
、
目
録
、
記
要
説
開
、
地
図
と
な
る
。
初
め
に
、
心
墨
の
版
木
を
改
変

し
た
申
時
行
の
叙
（
六
行
十
二
字
）
を
載
・
せ
、
曙
版
で
は
、

　
　
開
二
方
制
万
里
、
環
四
海
之
外
為
帯
、
幅
員
最
広
。
成
化
中
、
詔
儒
綴
、

　
　
修
『
一
統
志
』
、
嚢
括
墨
描
、
号
称
全
書
。

と
な
る
箇
噺
を
、

　
　
興
朝
方
制
万
皿
、
環
四
海
之
外
為
帯
、
幅
員
最
広
。
儒
臣
修
『
天
下
一

　
　
統
志
』
、
嚢
括
苞
挙
、
聖
断
全
書
。

と
改
変
し
て
い
る
。
ま
た
、

　
　
余
友
雲
間
陸
伯
生
、
博
雅
宏
達
、
為
慰
衣
冠
麺
、
既
以
同
屑
詮
誤
、
与

　
　
世
抹
搬
、
則
超
然
為
汗
漫
、
遊
海
内
。

と
な
る
部
分
も
、
無
徳
堂
本
と
同
じ
箇
所
を
「
儒
林
服
色
」
と
変
え
て
い
る
。

な
お
、
末
尾
で
は
万
暦
と
あ
る
べ
き
年
暑
を
順
治
庚
子
（
一
七
年
）
孟
秋
朔

日
と
改
め
て
い
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、
弱
版
の
ま
ま
の
改
変
を
加
え
な
い
無

年
記
の
申
時
行
の
叙
（
十
行
二
十
字
）
を
収
め
、
計
二
編
の
申
時
行
の
叙
を

載
せ
て
い
る
。
ま
た
版
心
の
処
々
に
「
五
車
楼
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
明
代

に
既
に
五
車
楼
の
名
で
出
版
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
地
図
は
覚
飛
斎
蔵
板
本
所
収
の
も
の
と
同
じ
く
魚
心
に
は
「
図
」
と
あ
り
、

総
図
は
「
広
輿
総
図
」
と
名
付
け
ら
れ
、
南
京
や
承
天
は
「
南
京
」
・
「
承
天
」

と
さ
れ
て
お
り
改
訂
は
為
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
萌
版
の
原
貌
を
留
め
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
（
変
2
）
。
各
巻
首
に
鐙
か
れ
る
「
明
雲
曲
馬
癒
粛
粛
生

意
」
と
あ
る
撰
者
の
名
の
「
覇
」
の
字
は
、
巻
穴
か
ら
巻
八
ま
で
が
削
ら
れ

ず
に
残
っ
て
い
る
。

　
本
文
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
巻
一
北
京
で
「
大
溝
定
鼎
傍
為
京
師
」
と
改
変

し
、
巻
二
で
は
南
京
を
江
南
に
変
え
「
大
清
麗
為
江
南
首
省
」
と
す
る
。
さ

ら
に
巻
ご
三
九
辺
、
遼
東
に
は
「
世
祖
皇
帝
両
都
並
建
、
以
此
為
南
京
」
と

あ
り
、
順
治
帝
の
廟
号
が
見
え
る
こ
と
か
ら
康
煕
年
間
に
入
っ
て
か
ら
の
刊

行
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
巻
二
四
朝
鮮
で
「
男
女
繋
聚
」
と
あ
る
部
分
が
、

こ
の
本
の
み
「
男
女
璽
衆
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
、
女
趨
で
は
、
「
其

〔
酋
〕
長
以
時
朝
貢
」
と
あ
る
部
分
の
酋
の
字
を
潮
っ
て
い
る
。
な
お
、
改

訂
さ
れ
た
申
蒔
行
叙
に
は
『
天
下
一
統
志
』
と
い
う
書
名
が
み
え
る
の
で
、

『
大
明
一
統
志
』
が
清
代
に
入
っ
て
改
変
さ
れ
て
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
、
五
車
楼
蔵
板
本
『
広
輿
記
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た

だ
し
、
五
車
楼
蔵
板
本
は
清
代
に
入
っ
て
か
ら
改
変
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る

が
、
虚
心
の
文
字
に
見
る
よ
う
に
書
坊
そ
の
も
の
は
明
代
か
ら
続
い
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ソ
ケ
『
明
代
史
籍
彙
考
』
は
、
崇
禎
刊
本
の
陳
龍
可
『
皇

明
通
紀
輯
録
』
二
七
巻
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
所
蔵
）
を
呉
門
五
車
楼
の
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

本
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

11

@
米
国
国
会
図
書
館
所
蔵
本

　
王
重
民
が
朋
刻
清
轍
魚
と
し
て
編
介
す
る
こ
の
本
は
、
巻
一
に
「
＋
ハ
清
定
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鼎
思
為
京
師
」
と
改
変
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
措
摘
さ
れ
て
お
り
、
帯
代
に
入

っ
て
か
ら
の
刊
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
に
つ
い
て

の
改
変
は
不
明
で
あ
る
。
「
紀
伊
小
原
八
三
郎
源
良
直
蔵
書
之
記
」
と
い
う

蔵
書
印
が
あ
る
の
で
、
日
本
に
入
っ
て
き
た
も
の
が
米
國
に
渡
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
王
愚
民
に
よ
れ
ば
爲
時
可
の
序
が
あ
る
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
地

図
の
付
載
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
が
、
黒
印
の
も
の

で
あ
れ
ば
地
図
が
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
張
天
復
『
導

灯
考
』
の
如
く
明
ら
か
に
地
図
が
付
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
紹
介
す
る
場
合

に
も
、
王
三
民
の
『
中
国
善
本
書
提
要
隠
に
は
触
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る

　
　
　
　
⑥

か
ら
で
あ
る
。
薦
時
可
の
序
と
明
記
す
る
序
一
編
し
か
な
い
も
の
は
管
見
の

か
ぎ
り
で
は
他
に
存
在
し
な
い
。
宏
遠
堂
刊
本
が
無
記
名
の
漏
序
を
載
せ
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。
清
代
の
刊
本
で
申
時
行
の
叙
を
挙
げ
な
い
も
の
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
。

　
こ
れ
ら
の
清
島
本
は
お
そ
ら
く
南
京
ま
た
は
蘇
州
の
刊
本
を
藍
本
と
し
、

蘇
州
で
畠
版
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
偏
重
民
の

挙
げ
る
米
国
国
会
図
書
館
本
を
除
く
と
申
晴
行
の
序
の
み
を
掲
げ
る
こ
と
で

あ
り
、
漏
露
訳
の
序
の
撰
者
名
を
申
暴
行
に
変
え
た
も
の
さ
え
あ
る
こ
と
か

ら
す
る
と
、
当
時
『
広
輿
記
』
と
い
う
書
物
に
は
申
挙
行
の
序
が
不
可
欠
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

す
る
認
識
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
認
識
は
察
方
束
の
増
訂
本
が
現
わ

れ
て
申
時
行
の
序
が
省
か
れ
る
ま
で
存
在
し
た
。
枕
蝿
の
明
版
に
は
諮
っ
た

黄
汝
亨
や
鍾
人
傑
の
地
図
の
付
載
に
触
れ
る
序
が
な
い
こ
と
、
凝
香
閣
刊
本

の
遵
義
蔚
に
関
す
る
註
記
を
取
り
入
れ
た
版
本
が
な
い
こ
と
か
ら
、
杭
州
の

版
は
清
代
に
は
無
視
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

　
ニ
カ
、
清
代
の
刊
本
に
直
接
関
係
す
る
も
の
に
は
、
出
門
五
車
・
楼
蔵
板
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

や
受
方
納
の
増
訂
初
版
本
（
呉
郡
宝
翰
楼
刊
本
）
の
よ
う
に
蘇
州
で
の
出
版

が
確
認
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
遺
経
堂
刊
本
・
懐
徳
堂
蔵
本
は
出
版
地

は
特
定
で
き
な
い
が
、
両
老
の
掲
げ
る
「
天
下
総
図
」
に
は
表
2
の
よ
う
に

『
広
輿
図
』
に
み
え
る
「
合
醜
府
」
を
「
金
諾
府
」
・
「
金
船
府
」
と
す
る
よ
う

な
誤
刻
が
あ
り
、
蘇
州
で
版
刻
さ
れ
た
が
た
め
に
、
「
金
闘
」
と
い
う
異
名
に

引
き
ず
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
に
も
見
う
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
遺
経
堂
刊
本
・

懐
徳
堂
蔵
本
に
掲
げ
る
「
天
下
総
図
」
は
播
光
祖
『
彙
輯
輿
図
備
放
全
書
』

所
収
の
「
天
下
総
図
」
を
基
に
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
『
彙
輯
輿
図
備
州

全
書
』
は
初
印
の
金
陵
版
築
居
刊
本
を
も
と
に
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

蘇
州
に
お
い
て
も
順
治
七
年
の
三
呉
大
紫
堂
重
刊
本
が
あ
り
、
『
広
輿
記
』

の
出
版
に
そ
の
地
図
が
参
考
に
さ
れ
て
も
不
思
議
は
な
い
。

　
以
上
は
、
南
京
・
杭
州
に
お
け
る
『
鳥
撃
記
』
清
修
本
の
出
版
を
直
接
否

定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
遺
経
堂
刊
本
・
懐
徳
堂
蔵
本
の
刊
行
地
が
鯉
…
ら

な
い
現
時
点
で
は
、
蘇
州
に
お
け
る
刊
行
の
可
能
性
が
最
も
高
い
と
思
わ
れ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
杭
州
で
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
冤
飛
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斎
蔵
板
や
凝
香
閣
刊
本
が
参
考
さ
れ
て
も
不
思
議
で
な
い
が
、
実
際
、
杭
州

で
出
版
さ
れ
た
撮
飛
斎
蔵
板
本
「
広
二
七
図
」
と
同
内
容
の
地
図
を
掲
げ
る

も
の
は
、
唯
一
呉
門
五
車
楼
蔵
板
本
の
「
広
輿
節
序
」
で
あ
っ
て
、
杭
州
の

繊
版
で
は
な
い
。
杭
州
で
は
『
広
前
記
』
の
版
刻
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
か

　
　
　
　
　
⑨

の
よ
う
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
の
版
本
に
も
各
巻
着
に
記
さ
れ
る
「
明
雲
間
陸
応
陽
伯
生
埋
」
と

い
う
編
者
名
の
う
ち
、
明
の
文
字
を
削
り
残
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
五
車

楼
蔵
板
本
の
叙
や
巻
二
四
、
女
慮
の
「
酋
長
」
の
箇
所
の
各
本
の
改
訂
を
み

れ
ば
想
定
で
き
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
清
代
の
刊
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ

原
遺
墨
堂
本
、
原
懐
徳
堂
本
、
原
五
車
楼
本
と
で
も
い
う
べ
き
明
代
に
彫
版

さ
れ
た
版
本
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
版
木
を
清
代
に
な
っ
て
か
ら
再
度
利
用

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
版
木
そ
の
も
の
は
内
閣
文
庫
蔵
陶
仲
刊
本
と
大
木
文

庫
本
、
宏
遠
堂
刊
本
、
遺
経
堂
刊
本
の
二
者
に
同
一
の
版
木
を
利
用
す
る
部

分
が
あ
る
の
を
除
い
て
は
共
通
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
既
に
述
べ
た
如
く

巻
四
末
尾
や
巻
六
の
「
金
日
南
京
」
と
あ
る
部
分
等
の
縞
鵠
を
検
討
す
れ
ば

四
者
は
同
一
晴
期
の
印
刷
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
原
心
経
霊
本
が
宏
遠

堂
刊
本
そ
の
も
の
な
の
か
、
そ
れ
を
改
訂
し
た
も
の
が
存
在
し
た
の
か
ど
う

か
が
問
題
と
な
る
が
、
現
時
点
で
は
判
断
の
し
ょ
う
が
な
い
。
版
木
を
新
た

に
修
改
し
た
り
わ
ざ
わ
ざ
嘉
禎
を
印
刷
し
て
付
け
た
か
ら
に
は
、
一
部
や
二

都
の
書
物
を
売
る
た
め
で
は
な
く
、
百
部
単
位
で
卸
欄
刊
行
す
る
も
の
に
付

け
る
た
め
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
壁
泉
記
』
の
版
木
が
一
組
み
揃
っ
た

ま
ま
如
何
に
伝
わ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
も
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ

以
上
は
論
じ
え
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
原
遺
経
堂
本
、
原
質
徳
堂
本
、
原
五

車
楼
本
に
ど
の
時
点
で
地
図
が
付
さ
れ
た
が
問
題
と
な
る
が
、
少
な
く
と
も

五
車
楼
本
の
地
図
は
そ
の
内
容
か
ら
見
れ
ば
明
代
の
も
の
で
、
冤
飛
斎
蔵
板

本
の
地
図
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
原
五
車
駐
留
の
段

階
で
地
図
が
付
さ
れ
て
い
た
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
遺
経
堂
本
・
懐

徳
堂
本
の
地
図
は
『
雲
母
輿
図
置
賜
全
書
』
の
地
図
を
も
と
に
清
代
に
入
っ

て
か
ら
改
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
明
代
に
地
図
が
付
載
さ
れ
て
い

た
の
な
ら
ば
、
五
車
楼
本
の
よ
う
に
そ
の
図
を
利
用
し
た
と
想
定
で
き
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
二
本
は
明
代
に
は
ま
だ
地
図
が
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
『
広
秘
記
』
は
万
暦
二
八
年
以
降
明
塚
ま
で
の
ご
く
限
ら
れ
た

漁
期
に
、
少
な
く
と
も
前
後
八
回
（
原
古
経
堂
本
が
宏
遠
堂
刊
本
と
は
重
な

ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
九
回
）
に
わ
た
っ
て
、
江
南
の
各
地
で
版
刻
、
修
改
さ

れ
た
と
い
え
る
。
版
築
居
刊
本
が
こ
れ
ら
原
遺
経
堂
本
や
原
際
物
堂
本
、
原

五
車
楼
本
と
も
重
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
さ
ら
に
増
え
る
。
即
ち
、
『
広
輿

記
』
の
芋
版
に
は
少
な
く
と
も
八
種
の
版
本
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
清
代

に
入
っ
て
か
ら
は
（
王
重
心
の
挙
げ
る
明
刻
清
印
本
を
別
に
し
て
も
）
さ
ら
に

三
種
の
朋
代
の
版
木
を
利
用
し
た
修
黒
板
が
存
在
し
え
。
万
潜
二
軸
年
（
一
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六
〇
〇
）
か
ら
康
煕
二
五
年
（
…
六
八
六
）
頃
ま
で
の
菖
年
に
も
満
た
な
い

期
間
に
、
少
な
く
と
も
十
一
度
の
刊
行
が
為
さ
れ
た
こ
と
は
、
江
南
の
限
ら

れ
た
地
域
と
は
い
え
、
嶺
時
如
何
に
こ
の
『
広
輿
記
』
に
対
す
る
需
要
が
大

き
か
っ
た
か
を
物
語
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
う
ち
の
凝
香
閣
刊
本
、

一
飛
斎
蔵
板
本
、
原
五
車
楼
本
、
遺
経
堂
本
、
懐
徳
堂
蔵
本
、
五
車
楼
本
の

六
本
に
は
地
図
が
付
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
手
近
な
処
で
「
詞
章
之

学
」
に
あ
た
る
に
は
簡
要
を
得
た
『
広
愚
亭
』
は
便
利
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
正
確
な
地
図
を
付
し
た
こ
と
が
さ
ら
に
需
要
を
伸
ば
す
こ
と
と
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
需
要
の
大
き
さ
が
、
後
に
解
方
柄
に
よ
る
増
訂
を
も

た
ら
す
事
と
な
っ
た
。
こ
の
増
訂
本
も
海
野
氏
に
よ
る
と
康
照
二
五
年
以
降

清
末
ま
で
に
八
種
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

①
巻
前
論
一
一
三
葉
、
婁
〔
古
婁
子
懸
、
漢
婁
県
、
明
廃
、
大
雪
復
醗
〕

　
婁
県
が
設
澱
さ
れ
た
の
は
順
治
＝
一
年
掛
こ
と
で
あ
る
。
『
清
史
稿
』
巻
五
八
、
地

　
理
志
五
。

②
　
　
『
大
呂
一
統
士
心
』
巻
三
八
、
江
寧
府
城
池
に
は
、

　
　
　
本
朝
閉
鍾
阜
・
定
准
・
清
涼
三
門
。
順
治
十
六
年
、
改
神
器
為
得
勝
門
、
以

　
　
　
旛
戯
男
憲
功
。

　
と
あ
り
、
南
京
に
迫
っ
た
鄭
成
功
の
軍
を
退
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
改
名
さ
れ
た
こ

　
と
が
わ
か
る
。
ま
た
『
小
説
書
坊
録
』
（
春
風
文
芸
出
版
社
　
一
九
八
七
）
に
よ

　
れ
ば
、
遺
経
堂
は
康
熈
三
年
に
『
水
濡
後
伝
晦
八
巻
を
刊
行
し
て
お
り
（
二
四
頁
）
、

　
康
熈
初
当
時
の
活
動
が
確
認
さ
れ
る
。

③
確
証
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
遺
経
堂
本
は
蘇
州
で
出
版
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、

　
版
木
が
移
動
し
な
い
と
い
う
前
提
の
下
に
推
測
す
れ
ば
、
警
策
刊
本
系
の
諸
刊
本

　
は
蘇
州
で
の
出
版
か
も
し
れ
な
い
。

④
　
大
阪
大
学
文
学
部
編
『
二
野
堂
文
庫
図
書
揖
録
』
。
　
な
お
、
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵

　
本
の
閲
覧
に
際
し
大
阪
大
学
文
学
部
の
浜
島
敦
俊
氏
に
お
世
誕
に
な
っ
た
。
記
し

　
て
感
謝
す
る
。

⑤
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
も
の
は
未
見
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ケ
『
明
代
史
籍
彙
考
』

　
が
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
所
蔵
の
『
皇
明
通
紀
輯
録
隔
と
岡
じ
版
で
あ
る
と
し

　
て
紹
介
す
る
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
皇
明
通
紀
臨
工
七
巻
（
史
一
一
三
四
一
二
）
は
、

　
封
面
に
「
呉
門
五
車
楼
蔵
板
」
と
あ
り
、
五
車
楼
に
よ
る
明
代
の
出
版
で
あ
る
こ

　
と
が
わ
か
る
。
（
タ
δ
題
α
q
裟
σ
q
司
養
鐸
や
謡
9
N
N
ミ
さ
賊
§
欺
§
ミ
暮
馬
騎
。
ミ
偽
騎
ミ

　
峯
薦
国
帖
防
§
ま
ズ
墨
げ
じ
賃
ヨ
℃
弓
’
¢
乱
く
。
話
一
隠
。
門
竃
巴
鶯
賓
”
箪
。
。
・
ρ
一
〇
〇
Q
。
、

　
℃
．
ω
α
）
。

⑥
王
重
畏
『
中
国
善
本
広
瀬
要
』
一
八
四
頁
。

⑦
阯
元
『
天
一
閣
書
目
』
巻
二
、
史
部
、
地
理
類
に
、

　
　
　
『
広
輿
記
』
二
十
酉
巻
　
刊
本
　
明
申
隣
行
脩
拝
序

　
と
あ
る
本
を
挙
げ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
情
況
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。

⑧
　
封
繭
に
「
康
照
丙
寅
新
鍋
」
と
あ
り
、
海
野
氏
の
紹
介
す
る
増
訂
本
の
中
で
最

　
も
早
い
。
さ
ら
に
、
藥
方
言
は
蘇
州
の
人
で
あ
る
。

⑨
清
初
に
は
杭
州
の
出
版
界
は
衰
退
に
向
か
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、

　
『
広
輿
記
』
の
出
版
が
み
え
な
い
の
も
そ
の
証
左
の
一
つ
と
な
ろ
う
。
順
治
一
八

　
年
に
は
罷
職
史
案
が
始
ま
っ
た
が
、
こ
の
雷
論
弾
圧
と
『
広
輿
記
』
の
杭
州
の
版

　
が
清
代
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
と
は
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

結

雀nm

　
二
重
民
は
そ
の
提
要
で
俗
書
と
い
っ
た
が
、
俗
と
い
う
評
価
も
明
末
と
い

う
時
代
に
応
じ
た
結
果
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
決
し
て
否
定
的
に
と
ら
え
る
必
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要
は
な
か
ろ
う
。
『
大
明
一
統
志
』
よ
り
も
簡
便
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
利
用
し
や
す
く
な
り
、
さ
ら
に
精
確
な
地
図
を
付
す
こ
と
に

よ
っ
て
大
い
に
歓
迎
を
受
け
た
の
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
こ
の
精
確
な
地
図

と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
陸
鳥
陽
の
当
初
の
意
図
と
は
異
な
っ
て
い
た
の
だ

が
）
。
『
広
輿
記
』
が
幾
度
も
版
を
重
ね
た
の
は
、
文
学
的
な
雅
び
や
か
な
素

材
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
実
に
こ
の
簡
便
性
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

間
様
の
詩
文
作
成
の
用
途
に
対
し
て
は
有
用
な
『
大
明
一
統
志
』
も
、
や
は

り
個
人
で
備
え
る
に
は
大
部
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

　
『
大
明
一
統
志
』
の
節
略
と
い
う
べ
き
書
物
は
、
慶
世
昭
『
大
明
一
統
志

略
』
以
来
、
い
く
つ
も
編
纂
さ
れ
た
し
、
ま
た
何
鐘
纂
・
慎
蒙
続
纂
『
天
下

名
山
勝
概
記
』
や
楊
爾
曾
『
海
内
奇
観
』
の
よ
う
な
「
砂
丘
」
を
対
象
と
し

た
賞
玩
の
た
め
の
大
型
の
精
美
な
幣
物
も
数
多
く
刊
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
中
に
『
難
壁
記
』
ほ
ど
多
く
版
を
重
ね
た
も
の
は
晃
あ
た
ら
な
い
。

詩
文
作
成
と
は
い
っ
て
も
賞
玩
の
た
め
で
は
な
く
、
手
頃
な
大
き
さ
の
実
用

的
な
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
た
こ
と
に
売
れ
行
き
の
高
さ
が
あ
っ
た
。
結
局
、

『
広
輿
記
』
が
幾
度
も
版
を
重
ね
た
の
は
、
簡
便
な
「
詞
章
浄
潔
」
が
求
め

ら
れ
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
実
用
的
な
地
図

が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
大
い
に
利
点
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
『
広
登
記
』

の
地
麟
の
付
載
は
、
万
暦
時
期
に
生
じ
た
籍
た
な
地
理
学
研
究
の
流
れ
を
ひ

い
た
黄
帝
亨
に
始
ま
る
。
そ
れ
は
鍾
人
傑
と
い
う
黄
汝
亨
の
影
響
を
受
け
た

杭
州
の
毘
版
業
者
に
よ
っ
て
定
着
し
て
い
き
、
呉
門
五
車
楼
本
が
示
す
よ
う

に
蘇
州
に
も
波
及
し
、
清
代
に
入
っ
て
は
地
図
の
な
い
『
広
輿
記
』
は
考
え

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
言
忌
は
殊
に
学
術
が
行
政
と
不
可
分
の
関
係
を
も
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

当
隠
の
経
首
書
は
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
実
用

的
で
あ
る
こ
と
は
大
い
に
称
揚
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
『
広
輿
記
馳
に
地

図
が
無
か
っ
た
の
は
、
陸
応
陽
が
必
要
を
感
じ
な
か
っ
た
か
、
本
来
、
地
図

帖
と
は
別
の
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
海
野
氏
は
『
広
輿

記
』
の
編
纂
に
『
広
輿
図
』
に
対
す
る
批
判
的
な
態
度
が
窺
え
る
と
鯉
す
る

が
（
二
重
民
に
依
れ
ば
、
単
に
利
用
し
や
す
か
っ
た
俗
書
に
基
づ
い
た
だ
け

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
）
、
平
方
燃
の
序
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
公
腿

を
排
除
し
た
の
は
確
か
に
『
広
輿
図
昂
と
対
照
的
な
姿
勢
で
あ
る
。
『
大
明
一

統
志
』
に
は
ご
く
簡
単
な
地
図
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
陸
塵
払
の
『
広
輿
記
』

原
本
に
は
そ
の
よ
う
な
も
の
さ
え
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
凝
香
閣
刊

本
が
地
図
を
付
載
し
た
背
景
に
は
、
黄
汝
亨
が
そ
の
序
で
「
地
里
心
著
意
図

未
絵
、
何
以
為
重
重
三
指
南
」
と
述
べ
た
よ
う
な
、
地
理
書
に
は
地
図
無
か

る
べ
か
ら
ず
と
い
う
陸
応
急
と
は
異
な
る
認
識
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
え
る
。

黄
寒
蘭
に
は
経
世
致
用
へ
の
志
向
が
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
が
、
地
理
書

に
お
い
て
そ
の
完
成
を
期
す
に
は
正
確
な
地
麟
に
基
づ
く
地
域
の
把
握
は
不

可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
地
理
学
研
究
の
刺
激
か
ら
為
さ
れ
た
も
の
が
端
緒

136　（466）



『広輿記』の明版について（大澤）

と
な
っ
た
の
だ
が
、
出
版
業
者
の
現
実
的
な
感
覚
に
よ
っ
て
定
着
し
て
い
っ

た
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
実
際
に
『
広
輿
記
』
は
羅
薫
蒸
『
広
輿
図
』
に
も
と

つ
く
正
確
な
地
図
を
供
給
す
る
も
の
と
し
て
も
、
江
南
の
文
人
に
受
け
入
れ

ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
豪
時
、
出
版
さ
れ
て
い
た
地
図
帖
と
し
て
は

『
広
輿
図
』
や
『
広
輿
考
』
・
『
皇
明
職
方
地
図
』
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も

大
型
の
編
著
で
あ
り
、
ま
た
官
僚
の
地
方
行
政
資
料
と
で
も
い
う
べ
き
内
容

を
も
ち
、
文
人
趣
味
を
手
軽
に
満
た
す
内
容
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
点
で
『
広

輿
記
』
が
、
詩
文
の
作
成
、
ま
た
は
鑑
賞
の
た
め
の
参
考
書
と
し
て
も
、
江
南

の
士
大
夫
の
歓
迎
を
受
け
た
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
広

輿
送
』
の
地
図
の
付
載
に
つ
い
て
付
け
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
地

方
行
政
の
観
点
か
ら
編
纂
さ
れ
た
も
の
に
は
必
ず
付
い
て
い
る
図
叙
、
地
図

の
説
明
文
が
、
『
広
輿
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
図
叙
の

欠
如
に
、
同
時
代
の
著
作
で
あ
り
な
が
ら
、
経
世
致
用
の
素
材
と
し
て
地
図

を
掲
げ
た
地
理
書
と
「
詞
章
之
学
」
か
ら
出
発
し
た
『
広
輿
記
』
と
の
性
格

の
差
異
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
付
記
　
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
、
各
図
版
の
掲
載
を
許
一
可
い
た
だ
い
た
機
関
を
は

じ
め
、
多
く
の
所
蔵
機
関
に
多
大
の
三
豊
を
図
っ
て
頂
い
た
。
末
尾
な
が
ら
こ
こ
に

感
謝
の
意
を
記
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
一
九
九
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
奨

励
研
究
〔
特
別
研
究
員
〕
題
目
「
明
記
清
初
期
の
社
会
変
動
の
山
地
開
発
に
対
す
る

影
響
」
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

図
版
出
所
一
覧

図

版
x
（

図　図　図　図　図

版版二野版
V　W　皿　H　I

図
版
田

図
誉
田

金
陵
盛
文
｛
重
刊
本
　
封
面
及
び
申
時
行
叙
　
内
　
閣
文
庫

陶
伸
潤
本
　
漏
特
可
序
　
内
閣
文
康

凝
香
閣
刊
本
　
封
面
　
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

大
木
文
庫
本
　
巻
六
　
爽
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

遺
経
堂
刊
本
　
巻
二
　
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

発
句
斎
蔵
板
本
　
巻
首
　
広
輿
総
國
（
都
分
）
　
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所

遺
経
堂
刊
本
　
巻
首
　
天
下
総
図
（
部
分
）
　
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所

彙
輯
輿
騒
備
孜
全
書
　
巻
一
　
天
下
総
長
（
部
分
）
　
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
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表1　陶仲刊本系諸版本の対照

陶仲刊本
大木文庫本

宏遠堂刊本

遣経霊刊本

省　冤　谷

奮呼殺谷

薔呼殺谷

薦呼殺答

落呼殺答

桑　　林

爾
爾
雨
雨

程 頴

一一 ﾘ晃童
一切兄童

一切児童

一切児童

開　封　府

金日南京

宋日泳京

宋ee汁京

金臼南京

表2　『広輿記』諸版本の総図の対照

広輿図

輿図備孜

凝香閣本

髭飛斎割

出経堂本

懐徳堂本

五車楼本

総図名称　南京

輿地総國

天下総図

総地輿図

広輿総戸

山下総図

天下総図

広上総國

京
京

南
南

承天

承天

潅源

源
源

潅
灘

源
源
原
題
源

准
准
海
海
潅

天
天
陸
陸
天

承
承
安
安
承

京
京
南
南
京

劇
南
江
江
南

萬

万

萬
萬
万
方
萬

フ漣脳児 合蘭府1五国誠註

此崩宗二欽徽宋

府
府

蘭
蘭

合
合

日
」
日
し

一
ら
ノ
　
舞
ノ

財
凶
》
凶

　
　

ロ

連
連

兀
兀

兀P脳窯

元連泉

兀連脳児

元引算児

元秘戯

合閲府i　　　一

鰯i一一
金山府1宋徽欽地崩此

金肥府i宋徽欽山崩此
　　　f
鯛固

（
齊
爪
都
十
ハ
学
柑
耕
修
員
　

V

＊
＊
＊
＊
＊
＊

r広輿図』は万暦刊本によった。

一は記載がないことを示す。

凝香閣刊本の総図名称は版心からとった。目録には「皇輿総図」とある。

潅源は潅河の源。嵩山の南に示される。

萬は海南島の地名。顔州腐萬州。

兀連脳児は西北の恰密の付近に描かれる湖。
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